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「三炭循環」で

  砂漠化を防ぐ

「三炭循環」で砂漠化を防ぐ

手動ドッキング成功
宇宙ステーション建設に前進



北京週報ｅ刊  2012・7   2    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/3  北京週報ｅ刊  2012・7     

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ト
ッ
プ
記
事 

手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
成
功
！

 
 

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
に
前
進

ピ
ー
プ
ル

今
年
の
建
築
界
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

な
ぜ
王
澍
氏
に

国
際
問
題

中
日
通
貨
直
接
取
引
の
影
響
は
？

目   次
 15                                 12                                                           8                   4 

  27    24                                       20                                              16

 31

CONTENTS

『北京週報』日本語版は1958年、故·周恩来総理の提

案により創刊された海外向け週刊誌です。ネット版

には中、英、日、仏、独の５カ国語版があります。

主管　中国外文出版発行事業局

社長・編集長　王剛毅

副社長　亓文公

副編集長　李建国　黄　衛　王燕娟　周建雄　

社長補佐　李振宙

編集長補佐　丁志濤

　

編集統括　李建国

編集委員会　李建国　張毓英　　

　　　　　　陳　煒  胡　楠　呂　翎

責任編集者　陳　煒

編集・翻訳　夏祖芬　楊　莉　繆暁陽　勝又あや子

記者　蘭辛珍　唐元愷　呂　翎　　

　　　繆暁陽　王文捷　徐　蓓　曽文卉

写真編集　石　剛

レイアウト　盧一凡

日本語監修　勝又あや子

北京週報ネット版編集部
〒100037　中国北京市百万荘大街24号北京週報

TEL　86-10-68326018　68996238

FAX  86-10-68326628

URL  http://japanese.beijingreview.com.cn/

E-mail  jp@bjreview.com.cn

編集室
TEL　86-10-68996252

北京週報北米支社

記者　陳　文

TEL/ FAX　1-201-792-0334

E-mail　chenwenwendy@gmail.com

国際コーディネーター　潘双琴

法律顧問　岳　成

京ICP备08005356号

このウェブマガジンの著作権は北京週報社にありま

す。掲載された記事、写真の無断転載を禁じます。

P9>>

P20>>

カ
ル
チ
ャ
ー

信
仰
の
心
で
描
く

―
―
北
京
タ
ン
カ
芸
術
伝
承
班
取
材
記

35

      P38>>

      P16>>

中
国
と
日
本

 

釣
魚
島
「
購
入
」
騒
動
を
専
門
家
が
解
説

経
済経

済
の
安
定
成
長
を
確
保

民
間
資
本
の
独
占
業
界
参
入
が
現
実
に

中
国
の
農
業
経
済
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
に
は 

P12>>

中
日
美
術
交
流
展

今
秋
中
日
で
開
催

P32
>>

      P37>>



北京週報ｅ刊  2012・7   4    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/5  北京週報ｅ刊  2012・7     

中国は２０１２年６月１６日午後６時３７分、

内蒙古自治区の酒泉衛星発射センターで有人宇宙

船「神舟９号」の打ち上げを成功させた。６月

２４日、実験用宇宙ステーション「天宮１号」と

有人宇宙船「神舟９号」が手動操縦によるドッ

キングに成功した。６月２９日、各任務を終えた

「神舟９号」は、内蒙古自治区にある主着陸場に

無事に帰還した。  （新華社）

香港祖国復帰１５周年記念式典と香港特別行政区第４期政府発足式典が７月１日、香港で開催された。胡錦濤国家主席

（右）の立会いの下で、香港特別行政区第４期行政長官の梁振英氏は就任宣誓を行った。　（鞠鵬撮影）

フォトニュース
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第１２回上海協力機構

首脳会議が６月７日、北

京・人民大会堂で行われ

た。各国首脳は加盟国間

の友好協力の深化などに

ついて意見交換し、上海

協力機構の今後の発展に

向けて計画をまとめ、新

たな重要共通認識に至っ

た。　（龐興雷撮影）

第７回Ｇ２０サミッ

トが６月１８、１９両日

にメキシコのロスカボス

で開催された。今回のサ

ミットの重点議題は世界

の経済情勢、国際金融

システムの強化などであ

る。胡錦濤国家主席はサ

ミットで重要談話「安定

の中で進展を求め、発展

を共に促す」を発表し

た。　（馬占成撮影）
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フォトニュース
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中国の最新鋭の深海有人潜水艇「蛟竜号」は６月２４日、４回目の潜水試験を終え、無事に母船に戻った。

今回の最大潜水深度は７０２０メートルである。　（羅沙撮影）

秦兵馬俑坑博物館が６月９日明らかにしたと

ころによると、考古グループは半年の発掘作業を

経て、「百戯俑」という兵馬俑坑で形状が多様な

兵馬俑「百戯俑」２０点余りを新たに発見した。

これらの「百戯俑」は秦始皇帝陵と秦兵馬俑の文

化、芸術の研究に重要な資料となる。　

（李一博撮影）

第３回アジアビーチゲームズが６月１６日から２２日まで、山東省海

陽市で行われ、アジア４５カ国・地域から１６０１名の選手が参加した。 

写真は女子１００００ｍローラースケートロードレースで今大会初の金メ

ダルを獲得した中国女子選手の郭丹さん（中央）。　（郭緒雷撮影）

６月２３日、福建省石獅市で

ドラゴンボートレースなどを含

む閩台対渡文化節が行われ、

中国の伝統的祝日の端午節を

祝った。石獅市の「閩台対

渡」の風習は２０１１年に第

３次国家級無形文化遺産リス

トに登録されている。　

（林善伝撮影）

第２０回昆明輸出入商品交易会及び第５回

南アジア諸国商品展が６月５日から１０日ま

で雲南省昆明市で開催された。写真は手染め

布製品を披露するネパールの商人（右）。　

（蘭以光撮影）

>> >>

>>

>>

>>
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２
０
１
２
年
６
月
２
４
日
、
中
国
の
宇
宙
飛

行
士
が
宇
宙
船
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
に
初
め
て
成

功
し
、
中
国
は
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
に
向

け
た
重
要
技
術
を
完
全
に
掌
握
し
た
。

北
京
時
間
２
４
日
正
午
、
一
週
間
の
飛
行
を

経
て
、
３
名
の
宇
宙
飛
行
士
は
今
回
の
宇
宙
で

の
任
務
に
お
け
る
本
当
の
試
練
の
時
を
迎
え

た
。
宇
宙
船
「
神
舟
９
号
」
は
再
び
目
標
機
の

無
人
宇
宙
実
験
室
「
天
宮
１
号
」
に
接
近
し

た
。

手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
成
功
！

   
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
に
前
進

６月１６日、酒泉衛星発射センターにある宇宙飛行士宿

舎の問天閣で「神舟９号」出陣式が行われた。写真は手

を振りながら問天閣を後にする景海鵬飛行士（中央）、

劉旺飛行士（右）、劉洋飛行士（左）  （魏尭撮影）

６月１６日１８時３７分、酒泉衛星発射センターで、「神舟９号」を

搭載した長征２号Ｆ遥９ロケットが発射された （魏尭撮影）

「
神
舟
８
号
」
と
「
神
舟
９
号
」
で
の
３
度

に
わ
た
る
成
功
に
よ
り
宇
宙
船
自
動
ド
ッ
キ
ン

グ
技
術
は
検
証
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

操
作
で
の
ド
ッ
キ
ン
グ
は
中
国
の
宇
宙
飛
行
士

に
と
っ
て
挑
戦
で
あ
っ
た
。

劉
旺
飛
行
士
は
取
材
を
受
け
た
際
、
「
無
重

力
状
態
で
の
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
は
難
易
度
が
高

く
、
地
球
上
で
完
全
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

宇
宙
空
間
で
の
ド
ッ
キ
ン
グ
は
リ
ス
ク
が
高

く
、
国
外
で
も
故
障
や
事
故
が
決
し
て
少
な
く

な
い
。

手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
を
前
に
、
景
海
鵬
飛
行

士
、
劉
旺
飛
行
士
、
劉
洋
飛
行
士
は
再
び
船
内

宇
宙
服
に
着
替
え
て
「
神
舟
９
号
」
内
に
戻

り
、
所
定
の
席
に
つ
い
た
。
劉
旺
飛
行
士
は
制

御
レ
バ
ー
を
握
り
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら

「
天
宮
１
号
」
の
十
字
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
照
準

を
合
わ
せ
、
１
回
で
「
天
宮
１
号
」
の
ド
ッ
キ

ン
グ
環
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

最
終
接
近
段
階
で
、
「
神
舟
９
号
」
は
終
始

「
天
宮
１
号
」
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
照
準
を
合
わ

せ
続
け
、
ド
ッ
キ
ン
グ
環
接
触
時
の
振
動
は
非

常
に
小
さ
か
っ
た
。
中
国
有
人
宇
宙
飛
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
副
総
指
揮
の
牛
紅
光
氏
は
「
十
重

丸
」
と
い
う
言
葉
で
「
神
舟
９
号
」
乗
組
員
を

称
え
た
。

「
世
界
に
は
理
由
の
な
い
成
功
は
な
い
」
。

中
国
が
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
を
初
め
て
成
功
さ
せ

た
後
、
宇
宙
飛
行
士
シ
ス
テ
ム
総
体
室
主
任
の

劉
偉
波
氏
は
記
者
に
対
し
、
今
回
の
成
功
の
原

因
と
秘
話
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
ド
ッ
キ
ン
グ
は
見
事
だ
っ
た
。
精
度
も
高

く
、
ド
ッ
キ
ン
グ
に
か
か
っ
た
時
間
も
７
分
未

満
と
短
か
っ
た
。
自
動
ド
ッ
キ
ン
グ
の
時
に
は

だ
い
た
い
１
０
分
前
後
か
か
っ
て
い
た
。
短
縮

さ
れ
た
約
３
分
間
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
比

べ
人
の
頭
脳
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
こ
と
の
証

だ
」
と
劉
偉
波
氏
は
言
う
。

劉
偉
波
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
動

ド
ッ
キ
ン
グ
の
過
程
で
は
干
渉
光
の
問
題
が
起

き
た
こ
と
が
あ
り
、
ド
ッ
キ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス

に
一
定
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
今
回
の
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
宇
宙
飛

行
士
が
手
動
で
調
光
を
行
い
、
光
飽
和
を
回
避

し
た
。
こ
れ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
の
メ
リ
ッ
ト

だ
。
宇
宙
飛
行
士
は
十
分
に
環
境
の
変
化
を
感

知
し
て
、
問
題
発
生
を
防
止
し
、
そ
の
時
に
す

べ
き
だ
と
判
断
し
た
操
作
を
い
つ
で
も
実
行
で

き
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
機
械
に
は
で
き
な
い
こ
と

だ
」
。

ま
た
、
劉
偉
波
氏
は
今
回
の
手
動
ド
ッ
キ
ン

グ
に
は
特
徴
が
２
つ
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

１
つ
は
、
操
縦
の
過
程
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
終
始

ほ
ぼ
中
心
に
捉
え
て
お
り
、
誤
差
が
非
常
に
少

な
か
っ
た
こ
と
。
２
つ
め
は
、
今
回
の
ド
ッ
キ
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ン
グ
で
「
神
舟
９
号
」
が
逆
さ
ま
に
な
っ
て
飛

行
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
は
、
後
退
と
前
進
の
軌
跡
が
正
常

飛
行
と
は
ち
ょ
う
ど
正
反
対
の
方
向
に
な
る
。

宇
宙
飛
行
士
は
こ
の
よ
う
な
制
御
方
向
の
違
い

に
も
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

劉
偉
波
氏
は
、
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
初
成
功
の

背
景
に
は
主
に
３
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え

る
。１

つ
は
、
「
操
縦
者
」
劉
旺
飛
行
士
の
操
作

レ
ベ
ル
が
高
く
、
心
理
的
資
質
が
高
か
っ
た
こ

と
だ
。
「
衆
目
の
中
で
、
劉
旺
飛
行
士
は
少
し

も
気
後
れ
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
回
の

ド
ッ
キ
ン
グ
の
精
度
、
時
間
、
誤
差
は
、
地
上

訓
練
の
時
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
っ
た
。
手
動

ド
ッ
キ
ン
グ
は
『
宇
宙
空
間
で
糸
を
通
す
』
よ

う
な
も
の
だ
。
宇
宙
飛
行
士
の
視
覚
と
作
業
の

一
致
性
、
操
作
の
精
密
性
、
心
理
的
な
安
定
性

に
対
す
る
要
求
は
極
め
て
高
い
。
こ
の
動
作
に

つ
い
て
、
宇
宙
飛
行
士
は
地
上
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
を
１
５
０
０
回

以
上
積
ん
で
い
る
」
。

２
つ
め
は
、
３
名
の
宇
宙

飛
行
士
の
息
が
ぴ
っ
た
り

合
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
「
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
で

は
、
十
分
に
話
し
合
い
検
討

し
た
上
で
一
人
一
人
の
長

所
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
宇
宙
で
は
も
っ

と
細
か
い
部
分
で
、
例
え
ば

視
線
１
つ
、
動
作
１
つ
に
お

い
て
も
、
３
人
の
呼
吸
の

合
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
頼

り
だ
。
劉
旺
飛
行
士
が
ド
ッ

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
そ

の
時
、
景
海
鵬
飛
行
士
は

す
ば
や
く
各
種
の
指
令
を
出

し
、
さ
ら
に
調
光
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
劉
洋
飛
行

士
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
『
天
宮
１
号
』
か
ら
の

切
り
離
し
が
始
ま
り
、
２
人

が
『
神
舟
９
号
』
軌
道
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
作

業
に
当
た
っ
て
い
た
時
は
、
劉
洋
飛
行
士
が

指
令
の
伝
達
を
担
っ
た
。
ま
た
ド
ッ
キ
ン
グ

時
に
は
、
劉
洋
飛
行
士
は
正
常
飛
行
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
ド
ッ
キ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
故
障
処

置
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
宇
宙
船
操
作
指
南
と
い
う

分
厚
い
４
冊
の
飛
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
ち
、

万
一
故
障
と
な
れ
ば
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
。

３
つ
め
は
、
国
産
ド
ッ
キ
ン
グ
機
構
の
信
頼

性
の
高
さ
で
あ
る
。
「
『
神
舟
９
号
』
と
『
天

宮
１
号
』
の
ド
ッ
キ
ン
グ
機
構
は
、
目
下
の
と

こ
ろ
中
国
で
最
も
複
雑
な
宇
宙
機
構
だ
。
操
縦

は
人
の
技
能
に
よ
る
も
の
だ
が
、
ド
ッ
キ
ン
グ

の
基
礎
と
な
る
の
は
製
品
の
信
頼
性
だ
。
そ
の

点
、
今
回
は
４
回
目
の
ド
ッ
キ
ン
グ
で
あ
り
、

宇
宙
船
と
目
標
機
の
ド
ッ
キ
ン
グ
機
構
は
完
璧

だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
。

劉
偉
波
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
宇
宙
飛
行
士
た
ち
の
働
き
は
非
の
打
ち
所
が

な
か
っ
た
。
特
に
２
度
目
の
飛
行
と
な
っ
た

景
海
鵬
飛
行
士
は
、
『
神
舟

９
号
』
が
『
天
宮
１
号
』
か

ら
切
り
離
さ
れ
ド
ア
を
閉
め

る
最
後
の
瞬
間
ま
で
実
験
機

内
に
残
り
、
『
天
宮
１
号
』

内
の
物
を
整
理
す
る
こ
と
を

忘
れ
な
か
っ
た
。
『
天
宮
１

号

』

で

何

日

か

生

活

し

、

『
家
』
に
対
す
る
よ
う
な
思

い
入
れ
が
生
ま
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
」
。

有
人
宇
宙
飛
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
総
設
計
師
の
周
建
平
氏
は
こ
う
語
る
。

「
ド
ッ
キ
ン
グ
は
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
造
の

た
め
に
必
ず
掌
握
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

技
術
だ
。
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
の
成
功
は
中
国
が

こ
の
技
術
を
完
全
に
掌
握
し
、
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
建
設
の
基
本
能
力
を
備
え
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
」
。

有
人
宇
宙
飛
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
総
指
揮
、

中
国
宇
宙
飛
行
科
技
集
団
公
司
総
経
理
の
馬
興

瑞
氏
は
、
「
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
の
成
功
は
、
中

国
が
研
究
開
発
や
設
計
か
ら
製
造
、
運
行
に
至

る
ま
で
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
、
宇
宙
大
国
の
実

力
を
備
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
」
と
し
た
。

そ
し
て
同
日
、
中
国
の
乗
組
員
３
名
が
潜

水
調
査
船
「
蛟
竜
号
」
を
操
縦
し
て
水
深

７
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
潜
水
に
初
め
て

成
功
し
た
。
乗
組
員
た
ち
は
地
上
３
４
０
キ
ロ

余
り
に
い
る
宇
宙
飛
行
士
た
ち
の
成
功
を
祈
っ

た
。
手
動
ド
ッ
キ
ン
グ
成
功
後
、
宇
宙
飛
行

士
た
ち
は
潜
水
調
査
船
乗
組
員
に
敬
意
を
表
し

た
。

人
類
の
宇
宙
輸
送
能
力
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
は
何
度
も
宇
宙

船
や
宇
宙
カ
プ
セ
ル
を
発
射
し
、
宇
宙
で
「
積

み
木
」
の
よ
う
な
方
法
で
建
設
し
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
。
ド
ッ
キ
ン
グ
は
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
建
設
の
過
程
全
体
を
通
じ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
ま
た
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
人
員

や
物
資
の
補
給
に
も
、
深
宇
宙
探
査
や
地
球
外

天
体
探
索
に
も
、
ド
ッ
キ
ン
グ
は
欠
か
せ
な

い
。現

在
軌
道
上
を
運
行
し
て
い
る
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
総
重
量
は
約
４
０
０
ト
ン
で
、

こ
れ
は
複
数
の
国
が
５
０
回
以
上
の
打
ち
上
げ

を
経
て
組
み
立
て
た
も
の
だ
。
米
国
の
ア
ポ
ロ

計
画
で
も
、
月
面
到
着
機
が
地
球
に
帰
還
す
る

前
に
は
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
月
軌
道
で
ド
ッ

キ
ン
グ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

米
国
や
ロ
シ
ア
と
比
べ
れ
ば
ド
ッ
キ
ン
グ
技

術
の
掌
握
は
半
世
紀
遅
れ
だ
っ
た
が
、
中
国
は

宇
宙
開
発
技
術
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

中
国
有
人
宇
宙
飛
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
で

は
、
「
天
宮
１
号
」
を
ベ
ー
ス
に
、
２
０
２
０

年
前
後
に
長
期
有
人
滞
在
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
発
射
と
建
設
開
始
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
宇
宙
の
平
和
的
開
発
を
進
め

て
行
く
予
定
だ
。

周
建
平
氏
は
、
「
中
国
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
中
国
の
国
家
級
宇
宙
実
験
室
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
世
界
各
国
の
科
学
者
た
ち
に
も
研
究

の
場
を
広
く
提
供
し
、
世
界
の
科
学
の
進
歩
と

人
類
の
文
明
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
」
と
語
っ

た
。

（
ソ
ー
ス　

新
華
網
）

宇宙空間ドッキング

軌道モジュール

神舟９号

回収カプセル

天宮１号

実験モジュール

６月１８日、北京宇宙飛

行コントロールセンター

の大画面に「天宮１号」

実験室内にいる３人の宇

宙飛行士の様子が映し出

された （王永卓撮影）
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よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
釣
魚
島
の
土
地
の
大
部
分
は
埼
玉
県
の
大

地
主
、
栗
原
国
起
氏
が
所
有
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の
小
島
の
１
つ
は
母
親
で
あ
る
栗
原
和
子

名
義
で
登
記
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
財
務
省

の
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
る
小
島
が
１
つ
あ

る
。
日
本
の
法
律
で
は
、
法
人
か
自
然
人
個
人

で
あ
れ
ば
、
商
業
契
約
に
よ
っ
て
土
地
売
買
が

可
能
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
中
国
側
の
立
場
に
立
て
ば
、
釣

魚
島
は
中
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
か
ら
、
日
本

の
私
人
が
釣
魚
島
の
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
も

違
法
だ
し
、
日
本
政
府
や
東
京
都
が
釣
魚
島
の

土
地
を
購
入
す
る
こ
と
も
同
様
に
違
法
で
あ

る
。そ

も
そ
も
日
本
の
領
土
で
は
な
い
の
に
、
日

本
は
国
内
法
に
基
づ
い
て
売
買
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
釣
魚
島
領
有
支
配
の
法
的
根

拠
を
作
ろ
う
と
い
う
日
本
側
の
下
心
あ
っ
て
の

こ
と
で
、
２
０
１
０
年
９
月
に
日
本
が
国
内
法

に
基
づ
い
て
中
国
人
船
長
を
拘
留
し
た
の
と
同

じ
性
質
の
も
の
だ
。
中
国
側
は
旗
印
を
鮮
明
に

し
て
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

―
―
石
原
知
事
は
「
島
購
入
」
発
言
の
後

も
、
国
会
議
員
に
釣
魚
島
視
察
を
呼
び
か
け
、

日
本
の
自
民
党
は
６
月
１
５
日
、
釣
魚
島
な

ど
島
嶼
の
所
有
権
を
政
府
が
「
買
い
取
り
」
も

し
く
は
「
強
制
取
得
」
で
き
る
と
規
定
し
た

「
無
人
国
境
離
島
管
理
法
案
」
を
参
議
院
に
提

出
し
た
。
釣
魚
島
を
め
ぐ
り
、
最
近
日
本
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
東
京
都
の
石
原
慎
太

郎
知
事
が
釣
魚
島
を
購
入
す
る
計
画
を
発
表
し

て
以
来
、
日
本
の
各
勢
力
が
動
き
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
北
京
晩
報
は
外
交
学
院
国
際
関
係

研
究
所
教
授
で
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
副
主
任
の

周
永
生
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
今
回
の
騒
動

に
つ
い
て
分
析
し
て
も
ら
っ
た
。

―
―
石
原
知
事
は
事
前
に
議
会
に
相
談
も
せ

ず
寄
付
金
で
釣
魚
島
を
購
入
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
寄
付
金
は
す
で
に
１
１
億
円
を
超
え
た

そ
う
で
す
。
国
が
個
人
か
ら
島
嶼
を
購
入
す
る

こ
と
は
、
国
家
領
土
と
し
て
は
先
例
や
法
的
根

拠
が
あ
り
ま
す
か
？

日
本
政
府
は
釣
魚
島
は
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
個
人
や
法
人
が
商

業
契
約
に
よ
っ
て
釣
魚
島
の
土
地
を
購
入
す
る

こ
と
は
問
題
視
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
っ
き
り

さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
日
本
が
今
騒

い
で
い
る
の
は
個
人
か
ら
の
土
地
購
入
で
あ
っ

て
、
領
土
と
し
て
中
国
か
ら
釣
魚
島
を
購
入
し

中国と日本中国と日本

東
京
都
は
船
舶
を
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
と
ま

く
し
た
て
ま
し
た
。
一
連
の
行
為
は
石
原
知
事

の
ど
の
よ
う
な
企
み
を
暴
露
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

石
原
知
事
は
釣
魚
島
購
入
発
言
で
、
個
人
の

威
信
を
高
め
、
釣
魚
島
問
題
で
中
国
に
強
硬
に

出
ら
れ
な
い
民
主
党
政
府
の
対
中
軟
弱
姿
勢
を

攻
撃
し
た
。
同
時
に
、
こ
う
し
た
騒
ぎ
を
通
じ

て
日
本
国
民
の
中
国
に
対
す
る
敵
対
感
情
を
喚

起
し
、
釣
魚
島
は
日
本
「
固
有
の
領
土
」
だ
と

の
誤
っ
た
認
識
を
植
え
つ
け
、
釣
魚
島
を
長
期

占
有
し
日
本
領
土
に
し
よ
う
と
企
ん
で
い
る
。

同
時
に
、
自
分
を
「
本
当
」
の
愛
国
者
に
仕

立
て
、
８
０
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず

引
退
せ
ず
政
治
活
動
を
続
け
る
た
め
に
政
治
資

本
を
作
ろ
う
と
し
た
。
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
中
に

は
、
「
今
回
の
こ
と
で
石
原
知
事
は
、
地
方
の

右
派
勢
力
を
集
め
自
分
を
核
心
と
す
る
政
党
を

作
る
た
め
に
人
気
を
稼
ぎ
、
民
主
党
政
権
を
倒

し
、
最
大
の
野
党
で
あ
る
自
民
党
を
抑
え
つ
け

る
た
め
に
道
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
評

す
る
も
の
も
あ
る
。

―
―
丹
羽
宇
一
郎
駐
中
国
日
本
国
大
使
は
石

原
知
事
の
「
島
購
入
」
を
批
判
し
た
こ
と
で
訓

戒
さ
れ
非
難
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
件
に
つ

釣
魚
島
「
購
入
」
騒
動
を

   
専
門
家
が
解
説
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中国と日本中国と日本

今
秋
、
中
日
美
術
交
流
展
「
東
方
彩
韻
―

中
日
建
交
４
０
周
年
―
中
国
工
筆
画
、
日
本
画

現
代
精
品
大
展
」
が
中
日
両
国
で
開
催
さ
れ

る
。
国
家
級
の
中
日
美
術
界
交
流
と
し
て
は

記
者
発
表
会
の
席
上
、
天
津
美
術
学
院
教

授
、
中
国
美
術
家
協
会
副
主
席
で
中
国
画
家
の

何
家
英
氏
は
、
「
中
日
の
美
術
は
『
同
源
異

彩
』
、
つ
ま
り
源
を
同
じ
く
し
つ
つ
も
異
な
る

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
今
回
の
美
術
展
が
中
日

文
化
交
流
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
こ
う

し
た
交
流
が
さ
ら
に
深
く
、
頻
繁
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
日

本
美
術
学
院
常
務
理
事
で
日
本
画
家
の
田
渕
俊

夫
氏
は
、
「
現
在
日
本
画
で
使
わ
れ
て
い
る
岩

絵
の
具
は
千
数
百
年
前
に
中
国
か
ら
日
本
に
伝

わ
っ
た
。
し
か
し
中
国
の
工
筆
画
で
は
現
在
岩

絵
の
具
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
昔
な
が

ら
の
精
神
性
を
守
る
中
国
の
工
筆
画
と
、
中
国

か
ら
伝
わ
っ
た
岩
絵
の
具
を
使
い
続
け
て
い
る

日
本
画
が
共
同
で
展
覧
会
を
行
う
こ
と
は
大
変

意
義
が
あ
る
」
と
の
意
を
示
し
た
。

本
誌
日
本
語
専
門
家　

勝
又
あ
や
子

６月１１日に北京・雅昌大廈で行われた「東方彩韻―

中日建交４０周年―中国工筆画、日本画現代精品大

展」記者発表会　（筆者撮影）

展覧会スケジュール

【日本】

期間：２０１２年９月３日～

９月１７日

会場：東京美術倶楽部

【中国】

期間：２０１２年１０月２３日～

１１月１日

会場：国家博物館

い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

丹
羽
宇
一
郎
大
使
は
鋭
敏
な
判
断
力
を
持
つ

大
使
だ
。
丹
羽
大
使
は
英
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
取
材
を
受
け
た
際
、
石

原
知
事
の
釣
魚
島
購
入
に
つ
い
て
「
日
中
関
係

に
重
大
な
危
機
を
も
た
ら
す
」
と
述
べ
た
。
丹

羽
大
使
の
考
え
は
決
し
て
大
げ
さ
で
は
な
く
、

大
使
と
し
て
両
国
の
長
期
的
戦
略
関
係
を
守
る

た
め
に
職
責
を
果
た
そ
う
と
い
う
思
い
か
ら
出

た
も
の
だ
。
丹
羽
大
使
の
判
断
を
賞
賛
し
た

い
。
し
か
し
、
現
在
の
日
本
政
府
は
長
期
的
な

戦
略
思
考
と
智
恵
を
失
っ
て
し
ま
い
、
小
細
工

を
繰
り
返
し
て
法
的
な
既
成
事
実
を
作
ろ
う
と

す
る
ば
か
り
で
、
政
治
上
の
大
局
意
識
と
長
期

的
判
断
力
に
欠
け
る
。

丹
羽
大
使
の
発
言
は
日
本
政
府
の
訓
戒
と
反

対
者
か
ら
の
非
難
を
受
け
、
丹
羽
大
使
の
交
代

ま
で
要
求
し
て
い
る
日
本
の
政
治
家
も
多
い
。

こ
れ
は
日
本
国
内
の
政
治
的
雰
囲
気
が
不
健
全

で
あ
り
、
正
確
な
判
断
と
見
解
を
下
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

―
―
昨
年
か
ら
、
日
本
で
は
釣
魚
島
の
領

有
権
を
主
張
す
る
論
調
が
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
新
政
権

の
外
交
政
策
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
と
も
昨
年
の
大
地
震
発
生
後
、
島
国
で
あ

る
日
本
の
資
源
の
乏
し
さ
に
対
し
国
民
が
焦

り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
？中

日
間
の
釣
魚
島
領
土
問
題
が
昨
年
か
ら
激

し
く
な
っ
た
の
に
は
多
く
の
原
因
が
あ
る
。
新

政
権
の
外
交
政
策
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
し
、

昨
年
の
大
地
震
発
生
後
に
生
ま
れ
た
国
民
の
島

国
資
源
に
対
す
る
焦
り
に
よ
る
面
も
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
以
外
の
要
因
も
あ
る
。
特
に
中
国
経

済
の
急
成
長
と
海
空
軍
の
軍
事
力
向
上
に
よ

り
、
日
本
は
中
国
が
釣
魚
島
を
武
装
占
領
す
る

の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
恐
怖
感
か
ら
、
絶
え
ず
釣
魚
島
に
つ
い

て
い
ざ
こ
ざ
を
起
こ
し
て
支
配
を
強
化
し
、
な

ん
と
か
し
て
釣
魚
島
領
有
の
法
的
根
拠
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
日
本
の
釣
魚

島
問
題
に
お
け
る
自
信
の
な
さ
の
現
れ
だ
。

―
―
先
ご
ろ
野
田
佳
彦
首
相
は
今
後
３
年
間

太
平
洋
・
島
嶼
国
に
５
億
ド
ル
の
援
助
を
提
供

す
る
こ
と
を
発
表
し
、
海
上
自
衛
隊
の
軍
艦
３

隻
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

日
本
が
周
辺
国
の
力
を
結
集
し
、
共
同
で
中
国

の
発
展
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
う
し
た
や
り
方
は
確
か
に
、
日
本
が
周
辺

国
の
力
を
結
集
し
て
共
同
で
中
国
の
発
展
を
抑

制
し
、
中
国
に
圧
力
を
か
け
て
、
島
嶼
問
題
で

利
益
を
得
よ
う
と
す
る
政
策
の
現
わ
れ
だ
。
中

国
は
近
年
、
平
和
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

し
、
西
側
諸
国
や
日
本
な
ど
が
ば
ら
ま
く
中
国

「
脅
威
論
」
を
払
拭
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。

日
本
は
米
国
と
一
緒
に
東
ア
ジ
ア
軍
事
安
全

保
障
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
国
に
対
し
さ
ら

に
強
力
な
制
約
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
世
論
に
中
国
「
脅
威
論
」
を
吹
き
込
む
こ

と
は
、
中
国
に
世
論
を
恐
れ
さ
せ
軍
事
発
展
を

緩
め
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
。
同
時
に
、
中
国

の
台
頭
を
恐
れ
中
国
と
の
間
に
領
土
問
題
を
抱

え
て
い
る
国
の
米
・
日
へ
の
依
存
を
促
進
し
、

な
ん
ら
か
の
対
中
国
連
合
を
形
成
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
う
し
た
情
勢
は
中
国
に
と
っ
て
不

利
で
あ
る
。
中
国
は
あ
く
ま
で
も
自
分
の
道
を

行
き
、
外
部
か
ら
干
渉
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

―
―
２
０
１
０
年
の
釣
魚
島
漁
船
衝
突
事

件
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
中
日
両
国
の
メ

デ
ィ
ア
は
、
「
両
国
国
民
の
好
感
度
を
下
げ

て
い
る
最
大
の
障
害
は
領
土
問
題
だ
」
と
報

道
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
釣
魚
島
な
ど
の

問
題
は
両
国
関
係
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る

で
し
ょ
う
か
？

釣
魚
島
な
ど
の
問
題
が
抑
え
ら
れ
な
け
れ

ば
、
中
日
関
係
に
深
刻
な
損
害
を
与
え
る
。
現

在
の
条
件
下
で
は
、
釣
魚
島
問
題
解
決
の
時
期

は
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
た
め
、
中
日
双
方
は
両

国
関
係
と
い
う
大
局
か
ら
出
発
し
、
現
状
を
維

持
す
る
べ
き
で
、
焦
っ
て
現
状
を
変
え
て
は
な

ら
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
中
日
間
の
対
立
が
再
び

激
化
す
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
側
は

中
日
関
係
の
大
局
に
重
き
を
置
き
、
東
京
都
や

日
本
政
府
の
釣
魚
島
購
入
を
放
置
し
て
は
な
ら

な
い
。
日
本
政
府
が
ど
う
し
て
も
そ
う
す
る
と

い
う
の
な
ら
、
中
国
政
府
は
必
ず
反
撃
し
、
中

国
国
民
が
日
本
に
対
し
て
残
し
て
い
る
あ
る
種

の
好
感
も
跡
形
も
な
く
消
え
去
り
、
中
日
関
係

は
予
測
不
能
な
危
険
な
方
向
へ
と
向
か
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

１
９
２
０
年
代
以
来
ほ
ぼ
百
年
ぶ
り
と
な
る
。

同
展
覧
会
に
先
立
ち
、
６
月
１
１
日
、
北
京

の
雅
昌
大
廈
で
記
者
発
表
が
行
わ
れ
た
。

２
０
１
２
年
は
中
日
国
交
正
常
化
４
０
周

年
に
当
た
る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
中
国
国
家

画
院
、
中
日
美
術
展
組
織
委
員
会
、
日
中
文
化

交
流
協
会
、
日
中
美
術
展
実
行
委
員
会
は
、
国

家
級
の
美
術
展
「
東
方
彩
韻
―
中
日
建
交
４
０

周
年
―
中
国
工
筆
画
、
日
本
画
現
代
精
品
大

展
」
（
日
本
側
名
称
「
日
中
美
術
展
―
東
洋
美

術
の
未
来
を
探
る
―
日
本
画
と
工
筆
画
」
）
を

今
秋
共
同
主
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
主
催
者

側
資
料
に
よ
る
と
、
同
展
に
は
中
日
双
方
か
ら

国
を
代
表
す
る
画
家
５
０
名
ず
つ
が
作
品
を
出

展
し
、
期
間
中
は
相
互
に
美
術
代
表
団
を
派
遣

し
て
開
幕
式
や
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す

る
。
今
回
の
美
術
展
は
こ
の
百
年
来
初
め
て
の

国
家
級
美
術
交
流
で
あ
り
、
重
要
な
歴
史
的
意

義
が
あ
る
。
ま
た
東
洋
美
術
の
未
来
を
切
り
開

き
、
中
日
両
国
の
美
術
交
流
史
に
新
た
な
ペ
ー

ジ
を
刻
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

中
日
美
術
交
流
展

   

今
秋
中
日
で
開
催
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主
に
日
本
市
場
と
業
務
関
係
が
あ
り
、
中
国
Ａ

株
市
場
上
場
企
業
で
あ
る
海
隆
軟
件
（
ハ
イ
ロ
ン

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
は
、
最
近
投
資
家
か
ら
有
望
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
海
隆
軟
件
社
自
身
に

何
か
飛
躍
的
な
技
術
革
新
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
６
月
１
日
か
ら
人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取

引
が
上
海
と
東
京
の
両
市
場
で
正
式
に
ス
タ
ー
ト

し
た
か
ら
だ
。

中
日
両
国
政
府
の
手
配
に
よ
り
、
６
月
１
日
か

ら
銀
行
間
外
国
為
替
市
場
で
人
民
元
と
日
本
円
の

直
接
取
引
が
始
ま
り
、
人
民
元
の
対
日
本
円
為
替

レ
ー
ト
仲
値
決
定
方
法
が
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
当
日
の
人
民
元
の
対
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
仲
値

と
ド
ル
の
対
日
本
円
為
替
レ
ー
ト
の
ク
ロ
ス
レ
ー

ト
算
出
方
式
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
（
銀

行
間
外
国
為
替
市
場
で
売
値
と
買
値
を
提
示
し
そ

の
価
格
通
り
に
取
引
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る

金
融
機
関
）
に
価
格
を
問
い
合
わ
せ
、
す
べ
て
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
提
示
価
格
を
平
均
し
て
算

出
す
る
方
式
に
変
更
し
た
。

中
国
中
央
銀
行
は
、
人
民
元
の
対
日
本
円
直
接

取
引
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
中
国
銀
行

な
ど
中
国
系
銀
行
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
な

ど
日
系
銀
行
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
な
ど
外
国
為
替
市
場
で
取

引
が
活
発
な
そ
の
他
外
資
系
銀
行
、
中
国
東
部
沿
海

地
域
で
日
本
と
比
較
的
業
務
関
係
の
あ
る
地
方
商
業

銀
行
な
ど
、
１
９
行
の
銀
行
を
認
定
し
た
。

日
本
円
は
ド
ル
に
次
い
で
２
番
目
に
人
民
元
直

接
取
引
を
行
う
主
要
外
国
通
貨
と
な
り
、
人
民
元

の
対
日
本
円
直
接
取
引
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
は
ド
ル
を
介
さ
ず
に
直
接
価
格
を
提
示
し
、

売
買
価
格
差
を
効
果
的
に
縮
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て

関
連
取
引
の
為
替
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

海
隆
軟
件
は
昨
年
度
日
本
で
、
営
業
収
入
全
体

の
７
９
•
８
６
％
を
占
め
る
３
億
１
２
０
０
万
人

民
元
を
達
成
し
、
主
営
業
利
益
の
８
７
•
２
１
％

は
日
本
で
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
。
人
民
元
と
日
本

円
の
直
接
取
引
は
、
海
隆
軟
件
の
中
日
市
場
間
の

貿
易
決
済
コ
ス
ト
を
大
幅
に
減
ら
し
、
利
益
を
増

や
す
だ
ろ
う
。

中
央
銀
行
は
、
「
人
民
元
の
対
日
本
円
直
接
取

引
は
両
国
指
導
者
の
『
中
日
間
は
金
融
市
場
の
共

同
発
展
を
強
化
す
る
』
と
い
う
声
明
を
実
行
に
移

し
た
も
の
で
、
市
場
原
則
遵
守
を
ベ
ー
ス
に
通
貨

直
接
取
引
の
発
展
を
共
同
で
推
進
す
る
重
要
な
措

置
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

昨
年
末
の
野
田
首
相
訪
中
の
際
、
中
日
両
国

の
指
導
者
は
協
力
強
化
、
特
に
金
融
面
で
の
協
力

強
化
に
つ
い
て
多
く
の
共
通
認
識
に
達
し
た
。
そ

れ
に
は
人
民
元
と
日
本
円
の
国
境
を
ま
た
い
だ
貿

易
に
お
け
る
使
用
、
人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取

引
、
さ
ら
に
は
双
方
の
証
券
市
場
で
の
相
互
投
資

も
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
よ
り
多
く
の
人
が
好
感
し
た
の
は
、
ド

ル
や
ユ
ー
ロ
の
不
安
定
性
が
高
ま
る
今
日
に
お
い

て
、
中
日
が
通
貨
協
力
を
深
め
る
こ
と
は
世
界
通

貨
体
系
の
構
造
に
深
遠
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
世

界
経
済
貿
易
と
国
際
金
融
市
場
に
お
け
る
人
民
元

と
日
本
円
の
地
位
を
高
め
る
と
同
時
に
、
世
界
経

済
に
お
け
る
ア
ジ
ア
経
済
体
の
影
響
力
と
発
言
権

を
高
め
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

中
日
双
方
に
利
益

ミ
ク
ロ
的
に
見
る
と
、
人
民
元
の
対
日
本
円
直

接
取
引
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
海
隆
軟
件
の
よ

う
な
相
互
に
業
務
関
係
の
あ
る
中
日
双
方
の
企
業

が
貿
易
為
替
損
失
を
減
ら
せ
る
こ
と
だ
。

６
月
１
日
以
前
、
中
国
が
直
接
取
引
す
る
通

貨
は
ド
ル
の
み
で
、
人
民
元
と
そ
の
他
通
貨
の
取

引
方
式
は
ド
ル
を
介
し
た
も
の
だ
っ
た
。
人
民
元

は
そ
の
他
通
貨
に
対
し
為
替
レ
ー
ト
価
格
を
提
示

す
る
も
の
の
、
電
信
仲
値
相
場
制
で
は
当
日
の
人

民
元
対
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
仲
値
と
ド
ル
の
対
当
該

通
貨
為
替
レ
ー
ト
の
ク
ロ
ス
レ
ー
ト
で
算
出
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
間
接
取
引
方
式
で
は
、
実
勢
に

合
っ
た
為
替
レ
ー
ト
価
格
を
算
出
す
る
の
が
難
し

く
、
同
時
に
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
よ
り
双

方
の
企
業
に
不
必
要
な
為
替
損
失
を
も
た
ら
し
て

い
た
。
直
接
取
引
に
な
れ
ば
、
中
間
為
替
コ
ス

ト
と
為
替
レ
ー
ト
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。中

国
は
日
本
の
第
４
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
日
本
は
中
国
の
第
２
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
。
中
日
貿
易
額
は
昨
年
３
４
４
９
億
ド
ル
に

ま
で
達
し
、
人
民
元
と
日
本
円
が
直
接
取
引
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
毎
年
の
中
日
貿
易
取
引
コ
ス

ト
を
３
０
億
ド
ル
前
後
削
減
で
き
る
。

マ
ク
ロ
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
対
外
経
済
貿
易

大
学
金
融
学
院
院
長
の
丁
志
傑
氏
は
次
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
。
「
人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取
引

は
両
国
の
外
国
為
替
市
場
、
特
に
東
京
外
国
為
替

市
場
の
活
性
化
に
役
立
つ
。
現
在
ユ
ー
ロ
圏
経
済

が
低
迷
し
ユ
ー
ロ
の
将
来
性
が
不
透
明
な
中
で
、

人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取
引
を
進
め
る
こ
と

は
、
日
中
貿
易
と
投
資
活
動
を
さ
ら
に
促
進
し
日

本
円
と
人
民
元
の
国
際
金
融
市
場
地
位
を
高
め
る

の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
中
日
の
通
貨
ど
ち

ら
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
」
。

こ
の
ほ
か
、
中
日
双
方
は
こ
れ
を
国
際
通
貨

体
系
改
革
と
外
貨
準
備
高
管
理
の
手
段
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
双
方
の
暗
黙
の
了
解
と
し
て
、
為
替

レ
ー
ト
と
外
国
為
替
市
場
を
相
互
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
手
段
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

中日通貨
   直接取引の影響は？

世界第２、第３の経済体である中国と日本。その通貨が

ドルという「中介」抜きで直接取引されることは、世界通

貨体系の構造に深遠な影響を及ぼすだろう。

本誌記者  蘭辛珍

北京週報ｅ刊  2012・7   16    http://japanese.beijingreview.com.cn/

国際問題 国際問題  



北京週報ｅ刊  2012・7   18    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/19  北京週報ｅ刊  2012・7     

人
民
元
の
国
際
化
を
後
押
し

「
こ
れ
は
人
民
元
の
国
際
化
の
重
要
な
一
歩

だ
。
人
民
元
が
ド
ル
の
中
介
を
離
れ
、
国
際
通
貨

市
場
へ
と
進
出
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
」
。
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
政
治
研
究
所

研
究
員
の
張
斌
氏
は
こ
う
語
る
。

貿
易
を
通
じ
て
人
民
元
を
海
外
に
進
出
さ
せ
、

ま
ず
決
済
通
貨
と
す
る
こ
と
は
、
人
民
元
国
際
化
の

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
。
日
本
円
は
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
を

除
く
国
際
的
な
主
流
決
済
通
貨
で
あ
り
、
人
民
元
は

世
界
第
２
の
経
済
体
の
決
済
通
貨
で
あ
る
。
世
界
で

最
も
活
気
あ
る
外
国
為
替
市
場
の
１
つ
で
あ
る
東
京

外
国
為
替
市
場
を
通
じ
て
、
人
民
元
は
よ
り
国
際
市

場
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
な
る
。

世
界
金
融
危
機
以
来
、
中
国
は
主
体
的
に
人
民

元
の
国
際
化
を
加
速
し
、
国
を
ま
た
い
だ
貿
易
投
資

の
人
民
元
決
済
業
務
を
積
極
的
に
切
り
開
く
と
同
時

に
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
ト
ル
コ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
１
０
余

り
の
国
と
地
域
の
中
央
銀
行
と
も
１
兆
５
０
０
０
億

元
を
超
え
る
通
貨
交
換
協
定
を
結
ん
だ
。

し
か
し
長
期
に
わ
た
っ
て
、
人
民
元
為
替
レ
ー

ト
は
ド
ル
の
み
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
、
そ
の
他

通
貨
と
の
為
替
レ
ー
ト
は
ド
ル
と
当
該
通
貨
為
替

レ
ー
ト
と
の
間
接
的
な
ク
ロ
ス
レ
ー
ト
だ
っ
た
た

め
、
相
場
が
硬
直
化
し
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
い
て
い

た
。
人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取
引
に
よ
り
、
人

民
元
為
替
レ
ー
ト
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
よ
り
透
明

化
し
、
価
格
は
よ
り
実
勢
に
近
い
も
の
に
な
り
、

人
民
元
為
替
レ
ー
ト
の
自
主
性
が
高
ま
り
、
企
業

の
為
替
コ
ス
ト
削
減
と
人
民
元
国
際
化
の
推
進
に

役
立
つ
だ
ろ
う
。

人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取
引
に
よ
り
、
今
後

の
人
民
元
改
革
は
次
の
２
つ
の
面
に
集
中
し
て
い

く
は
ず
だ
。
１
つ
は
為
替
レ
ー
ト
制
の
改
革
。
現

行
で
は
市
場
の
需
給
関
係
に
基
づ
い
て
バ
ス
ケ
ッ

ト
通
貨
を
参
考
に
調
節
・
管
理
を
行
う
変
動
為
替

レ
ー
ト
制
だ
が
、
次
な
る
改
革
は
自
由
変
動
制
に

向
け
て
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
２
つ
め
は
資
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改
革
で
、
今
後
開
放
度
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
２
つ
は
人
民

元
の
国
際
化
に
お
い
て
最
も
慎
重
に
進
め
ら
れ
て

き
た
分
野
で
あ
っ
た
。

中
日
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
設
置
に
役
立
つ

丁
志
傑
氏
は
、
「
人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取

引
の
影
響
は
中
日
経
済
貿
易
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

中
日
韓
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
設
置
に
向
け

て
の
プ
ラ
ス
の
シ
グ
ナ
ル
だ
と
も
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

５
月
１
３
日
に
北
京
で
行
わ
れ
た
第
５
回
中
日

韓
首
脳
会
議
で
、
３
カ
国
の
首
脳
は
年
内
に
中
日

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
正
式
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。
中
日
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
人
口
１
５
億
以
上

の
大
市
場
か
ら
な
る
３
カ
国
間
自
由
貿
易
協
定
で

あ
る
。
経
済
総
量
か
ら
い
く
と
、
中
日
韓
は
す
で

に
世
界
経
済
総
量
の
２
０
％
、
ア
ジ
ア
経
済
総
量

い
と
言
う
。
「
ド
ル
は
世
界
通
貨
の
『
錨
』
で
あ

り
、
人
民
元
と
日
本
円
が
直
接
取
引
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
も
、
両
者
の
レ
ー
ト
確
定
に
は
依
然
と

し
て
ド
ル
を
介
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
。

譚
雅
玲
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。
「
人
民
元
の

対
日
本
円
為
替
レ
ー
ト
は
従
来
ド
ル
を
介
し
て
決

ま
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

の
価
格
提
示
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、

提
示
す
る
の
は
確
か
に
人
民
元
の
対
日
本
円
為
替

レ
ー
ト
だ
が
、
日
本
円
の
対
ド
ル
レ
ー
ト
が
絶
え

ず
変
動
し
て
い
る
状
況
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
。

建
設
銀
行
で
マ
ク
ロ
経
済
分
析
と
商
業
銀
行
業

務
研
究
に
専
門
に
携
わ
る
研
究
員
の
趙
慶
明
氏
は

こ
う
述
べ
る
。
「
人
民
元
も
日
本
円
も
、
直
接
取

引
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
ド
ル
に
影
響
す
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
中
国
系
銀
行
も
外
資
系
銀
行

も
、
ド
ル
ベ
ー
ス
を
完
全
に
や
め
て
日
本
円
と
人

民
元
の
為
替
レ
ー
ト
を
決
め
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
か
ら
だ
」
。

上海国際礼品展（インター

ナショナルギフトショー）

で展示された日本風の雑貨

や小物 （劉頴撮影）

６月１日、東京の三菱東京ＵＦＪ銀行。この日、人民元

と日本円の直接取引が上海と東京の市場でスタートした  

（関賢一郎撮影）

の
７
０
％
を
占
め
、
北
米
や
欧
州
と
肩
を
並
べ
る

世
界
第
３
の
経
済
圈
と
な
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
が

設
置
さ
れ
れ
ば
、
中
日
韓
３
カ
国
の
経
済
全
体
が

得
る
も
の
は
増
え
る
は
ず
だ
。

金
融
面
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
設
置
の
条
件
は
金
融

協
力
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
通
貨
の
直
接
取
引
が
前

提
と
な
る
。
年
内
に
始
ま
る
交
渉
に
と
っ
て
中
日

通
貨
直
接
取
引
は
間
違
い
な
く
プ
ラ
ス
の
シ
グ
ナ

ル
で
あ
り
、
こ
の
件
に
対
す
る
中
国
と
日
本
の
積

極
的
態
度
を
示
す
も
の
だ
。

当
面
の
対
ド
ル
影
響
は
小
さ
い

メ
デ
ィ
ア
の
中
に
は
、
「
中
日
が
そ
れ
ぞ
れ
世

界
経
済
の
２
番
手
、
３
番
手
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
ド
ル
と
い
う
中
介
抜
き
で
中
日
両
国
の
通

貨
が
直
接
取
引
さ
れ
る
こ
と
は
ド
ル
の
影
響
力
低

下
を
予
見
さ
せ
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
中
国
外
国
為
替
投
資
研
究
院
院

長
の
譚
雅
玲
氏
は
、
人
民
元
と
日
本
円
の
直
接
取

引
に
よ
っ
て
ド
ル
の
影
響
力
が
弱
ま
る
こ
と
は
な
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経済経済

経済の安定成長を確保
昨
年
第
1
四
半
期
か
ら
経
済
成
長
速
度
は
低
下

し
始
め
、
と
く
に
４
月
以
降
、
低
下
速
度
が
市
場
の

予
測
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
央
政
府
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
懸
念
を
示
し
始
め
た
。
５
月
の
経
済
運
営

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
経
済
の
落
ち
込
み
圧
力
は
依
然

弱
ま
っ
て
い
な
い
。
安
定
し
た
経
済
成
長
が
政
府
の

当
面
の
重
要
課
題
だ
。

経
済
落
ち
込
み
の
圧
力
は
大
き
い

現
在
の
経
済
運
営
状
況
に
依
然
、
政
府
高
官
や

経
済
学
者
は
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
６
月
1
日
に
中

国
物
流
・
購
買
連
合
会
が
発
表
し
た
製
造
業
購
買

担
当
者
景
気
指
数
（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）
は
、
５
月
は
５
０
•

４
％
と
、
前
の
月
に
比
べ
２
•
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

こ
れ
は
経
済
が
依
然
、
加
速
度
的
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

交
通
銀
行
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー
の
唐
建
偉
・
上

席
マ
ク
ロ
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
輸
出
と
投
資
が
同
時
に

低
迷
し
て
い
る
の
が
、
中
国
経
済
が
弱
体
化
し
て
い

る
主
因
だ
と
指
摘
す
る
。

米
経
済
の
第
1
四
半
期
の
成
長
率
は
２
•

２
％
、
失
業
率
は
緩
や
か
に
低
下
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
持
続
的
か
つ
力
強
い
成
長
力
に
欠
け
る
。

ユ
ー
ロ
圏
経
済
は
第
１
四
半
期
に
停
滞
に
陥
り
、
そ

の
将
来
の
政
策
の
行
方
も
不
透
明
だ
。
と
く
に
ス
ペ

イ
ン
の
債
務
問
題
が
深
刻
化
し
、
ギ
リ
シ
ャ
政
局
が

再
び
動
揺
を
見
せ
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６
月

１
７
日
の
ギ
リ
シ
ャ
再
選
挙
後
の
進
展
は
ユ
ー
ロ
圏

に
と
っ
て
依
然
、
多
く
の
不
確
定
要
素
が
存
在
し
て

い
る
と
言
え
る
。
中
国
を
含
む
多
く
の
国
々
が
ギ
リ

シ
ャ
の
ユ
ー
ロ
圏
離
脱
と
い
う
最
悪
の
結
果
に
備
え

て
い
る
こ
と
は
、
欧
州
の
債
務
危
機
の
長
期
性
と
複

雑
性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
日
本
は
震
災
後
の
復

興
な
ど
が
牽
引
し
て
、
経
済
状
況
は
や
や
改
善
し
た

も
の
の
、
短
期
間
で
好
転
す
る
の
は
難
し
い
。
唐
氏

は
「
先
進
経
済
体
の
低
成
長
に
よ
っ
て
外
需
が
大
幅

に
縮
減
す
る
の
は
不
可
避
で
あ
り
、
わ
が
国
の
経
済

に
も
た
ら
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も
拡
大
し
つ
つ

あ
る
」
と
強
調
す
る
。

中
国
は
５
月
に
輸
出
入
の
増
加
速
度
が
や
や
持

ち
直
し
た
も
の
の
、
長
期
的
に
は
状
況
は
依
然
と
し

て
楽
観
を
許
さ
な
い
。
唐
氏
に
よ
る
と
、
仮
に
将

来
、
欧
州
債
務
危
機
が
さ
ら
に
周
辺
国
か
ら
中
核
国

へ
と
蔓
延
す
れ
ば
、
世
界
経
済
の
「
二
番
底
」
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
、
そ
う
な
れ
ば
中
国
の
輸
出
は
さ
ら

に
大
き
な
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
る
。

商
務
部
の
沈
丹
陽
・
報
道
官
は
「
外
需
の
状
況

は
わ
れ
わ
れ
の
予
測
よ
り
ず
っ
と
低
迷
し
て
お
り
、

と
く
に
第
一
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
（
欧

州
連
合
）
の
需
要
は
か
な
り
減
退
し
て
い
る
」
と
指

摘
。
税
関
の
輸
出
入
統
計
と
５
月
５
日
閉
幕
し
た
第

１
１
１
回
広
州
交
易
会
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
中
国

の
貿
易
を
め
ぐ
る
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
国

外
の
需
要
に
大
き
な
逆
転
は
見
ら
れ
な
い
。

不
動
産
の
開
発
投
資
の
速
度
は
、
調
整
政
策
に

よ
る
制
約
や
販
売
不
振
、
資
金
源
の
規
制
と
い
っ
た

影
響
で
大
幅
に
低
下
、
製
造
業
へ
の
投
資
も
世
界
経

済
の
減
速
、
不
動
産
投
資
・
企
業
利
益
の
低
下
の
影

響
を
受
け
て
減
少
し
て
い
る
た
め
、
市
場
関
係
者
の

多
く
は
、
投
資
速
度
低
下
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
と

予
想
す
る
。
固
定
資
産
投
資
は
２
０
１
１
年
５
月
に

前
年
同
月
比
２
５
•
８
％
の
過
去
最
高
を
記
録
し
た

が
、
そ
の
後
は
下
降
傾
向
を
続
け
て
い
る
。

経
済
を
成
長
さ
せ
る
「
ト
ロ
イ
カ
」
（
投
資
・

消
費
・
輸
出
）
を
見
る
と
、
消
費
だ
け
が
比
較
的
安

定
し
て
い
る
。
国
家
統
計
局
の
デ
ー
タ
で
は
、
５
月

の
社
会
消
費
品
小
売
総
額
（
小
売
売
上
高
）
は
前
年

同
月
に
比
べ
０
•
８
４
％
増
加
し
た
。

 

安
定
成
長
措
置
を
打
ち
出
す

経
済
の
低
下
傾
向
が
持
続
し
て
い
る
の
は
あ
る

程
度
、
政
府
が
経
済
の
さ
ら
な
る
持
続
可
能
な
発
展

を
実
現
す
る
た
め
に
講
じ
た
マ
ク
ロ
調
整
措
置
が
も

た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
増
加
速
度
は
依
然
と
し
て
予

定
の
範
囲
内
に
あ
り
、
中
央
政
府
が
年
初
に
確
定

し
た
７
•
５
％
の
成
長
目
標
を
割
り
込
ん
で
は
い
な

い
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
持
続
的
な
下
降
傾
向
を

中
央
政
府
は
や
は
り
か
な
り
重
視
し
て
い
る
。
温

家
宝
総
理
は
５
月
２
３
日
に
国
務
院
常
務
会
議
を
招

集
し
、
経
済
の
安
定
成
長
に
関
す
る
政
策
を
制
定
、

と
く
に
１
１
項
目
の
措
置
を
強
調
し
た
。
構
造
的
な

減
税
策
を
引
き
続
き
着
実
に
実
施
し
て
、
企
業
の
税

負
担
を
軽
減
す
る
◇
通
貨
政
策
を
安
定
さ
せ
る
基
本

的
な
方
向
性
を
堅
持
し
て
、
社
会
へ
の
融
資
規
模
を

合
理
的
な
水
準
に
維
持
し
て
、
実
体
経
済
の
融
資
需

要
を
満
た
す
◇
内
需
の
拡
大
に
力
を
入
れ
て
、
消
費

を
促
進
す
る
政
策
・
措
置
を
完
備
さ
せ
る
◇
社
会
全

体
に
か
か
わ
る
、
連
動
性
の
強
い
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
す
る
◇
企
業
の
積
極
的
な
市
場
開
拓
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
、
貿
易
の
安
定
増
を
促
進
す
る
な
ど
。

そ
の
後
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
に
よ
る
審

査
・
認
可
は
実
施
に
向
け
て
加
速
さ
れ
た
。
５
月

２
０
日
の
１
日
だ
け
で
１
０
０
件
余
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

経済成長の速度を安定させることが中国政府の当面の重要課

題だが、長期的に見ると、中国経済が直面する最大の問題は、

速度ではなく、構造的な問題である。

本誌記者  蘭辛珍

５月の小売売上高は前年比で

０．８４％増加した。宝飾品を

手にする消費者　（新華社）

北京週報ｅ刊  2012・7   20    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/



北京週報ｅ刊  2012・7   22    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/23  北京週報ｅ刊  2012・7     

経済経済

ク
ト
を
認
可
。
生
産
能
力
過
剰
を
理
由
に
ず
っ
と
同

委
員
会
に
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
広
東
省
湛
江
市

鉄
鋼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
防
城

港
鉄
鋼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
大
規
模
投
資
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
相
次
い
で
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
空
港

建
設
や
化
学
工
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
認
可
を
受

け
た
が
、
い
ず
れ
も
大
型
案
件
だ
。

中
国
人
民
銀
行
は
６
月
８
日
、
金
融
機
関
の
人

民
元
の
貸
出
・
預
金
基
準
金
利
を
０
•
２
５
ポ
イ

ン
ト
引
き
下
げ
、
市
場
へ
の
通
貨
供
給
を
増
や
す

こ
と
で
、
投
資
に
向
け
た
良
好
な
融
資
環
境
を
整

え
た
。
金
利
引
下
げ
は
お
よ
そ
３
年
ぶ
り
。
す
で

に
今
年
、
中
央
銀
行
は
預
金
準
備
率
を
２
度
調
整

し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
関
係
筋
は
、
政
府
は
成
長
を
安

定
さ
せ
る
措
置
の
実
施
に
比
較
的
慎
重
だ
と
見
て
い

る
。
慎
重
に
な
る
の
は
、
経
済
成
長
を
維
持
す
る
と

同
時
に
、
経
済
構
造
の
転
換
と
い
う
重
任
も
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

中
金
公
司
の
研
究
報
告
は
「
政
府
が
今
相
次
い

で
打
ち
出
し
て
い
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
・
措
置
は
、

経
済
の
安
定
成
長
と
い
う
短
期
的
目
標
に
着
眼
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
構
造
の
調
整
と
発
展
方
式

の
転
換
と
い
う
長
期
的
目
標
に
も
配
慮
し
た
も
の

だ
」
と
記
し
て
い
る
。
報
告
の
統
計
に
よ
る
と
、
国

家
発
展
改
革
委
員
会
が
今
年
こ
れ
ま
で
に
認
可
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
公
共
事
業
の
割
合
が
比
較

的
高
く
て
７
８
•
８
％
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
１
１
•

３
％
だ
。

各
関
係
機
関
が
先
ご
ろ
打
ち
出
し
た
安
定
成
長

策
を
見
る
と
、
高
効
率
省
エ
ネ
空
調
や
薄
型
テ
レ
ビ

を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
財
政
的
補
助
に
し
ろ
、
ロ
ー

ン
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
住
宅
に
し
ろ
、
省

エ
ネ
環
境
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
半
を
占
め
る
。

多
く
の
専
門
家
は
、
中
国
の
安
定
成
長
の
た
め

の
政
策
・
措
置
が
、
発
展
方
式
や
構
造
調
整
の
転
換

と
い
う
戦
略
的
進
展
を
逆
転
さ
せ
て
、
長
期
間
続

い
て
い
る
経
済
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
を
さ
ら

に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
、
と
分
析
し
て
い
る
。

中
国
政
府
は
今
回
の
経
済
安
定
成
長
措
置
に
当
た

り
、
最
低
ラ
イ
ン
を
設
け
た
。
即
ち
、
「
0
８
年
末

の
４
兆
元
規
模
の
よ
う
な
投
資
政
策
は
も
う
打
ち
出

さ
な
い
」
「
不
動
産
調
整
策
を
緩
和
す
る
こ
と
は
な

い
」
。

専
門
家
の
提
言
を
重
視
す
る

鉄
鋼
の
生
産
能
力
過
剰
の
圧
力
に
直
面
す
る

中
、
広
東
省
湛
江
市
と
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
防
城

港
な
ど
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
認
可
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
政
府
は
安
定
成
長
の
た
め
に
盲
目
的
な
投
資

を
認
め
た
、
と
懸
念
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
マ
ク
ロ
経
済
部
の

張
立
群
・
研
究
員
は
「
今
は
決
し
て
、
安
定
成
長
を

口
実
に
盲
目
的
な
大
規
模
投
資
を
行
う
状
況
に
は
な

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
後
の
経
済
発
展
に
よ
り
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と

警
告
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
金
融
研
究
所
の
巴
曙
松
・
副
所
長

も
、
鉄
鋼
な
ど
の
業
界
に
投
じ
る
の
で
は
な
く
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
適
度
に
加
速
す
る
こ
と
が
最
良
の
投

資
の
や
り
方
だ
と
指
摘
す
る
。

銀
河
証
券
の
左
暁
蕾
・
首
席
総
裁
兼
顧
問
は
、

い
か
に
成
長
を
安
定
さ
せ
る
か
、
い
か
に
安
定
成

長
と
経
済
構
造
の
関
係
を
処
理
す
る
か
、
そ
れ
に

は
よ
り
高
い
か
つ
広
い
視
野
か
ら
政
策
を
決
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
で
な
け
れ
ば
、
今
の
憂
い
を
解

決
し
て
も
先
の
憂
い
を
深
め
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
と
強
調
。

さ
ら
に
左
氏
は
「
中
国
経
済
は
今
、
決
し
て

危
機
的
な
状
態
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ク
ロ

調
整
の
合
理
的
な
状
態
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
た

め
、
中
央
銀
行
の
大
量
の
通
貨
を
使
っ
て
経
済

成
長
を
刺
激
す
る
こ
と
な
ど
は
ま
っ
た
く
必
要
な

い
」
と
批
判
的
だ
。

中
国
経
済
に
存
在
す
る
投
資
需
要
の
減
退
と
い

う
問
題
は
主
に
、
不
動
産
投
資
や
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト

と
い
っ
た
生
産
能
力
過
剰
業
界
へ
の
投
資
が
減
少
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
経
済
を
安
定
的
に
成
長
さ
せ

る
に
は
、
効
果
を
も
た
ら
す
新
し
い
投
資
需
要
、
例

え
ば
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
情
報
と
い
っ
た
新
興

戦
略
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
投
資
な
ど
が
必
要

だ
。ま

た
左
氏
は
「
安
定
成
長
の
カ
ギ
は
、
先
ず
気

持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
盲
目
的
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
欧
米
の
先
進
経
済
体
は
危
機

に
深
く
陥
り
他
を
顧
み
る
余
裕
な
ど
な
い
が
、
わ
れ

わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
千
載
一
遇
と
も
言
え
る
経
済

調
整
に
と
っ
て
最
良
の
時
を
逸
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
提
言
す
る
。

現
在
の
状
況
を
見
れ
ば
、
政
府
が
経
済
安
定
成

長
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
一
連
の
施
策
は
必
ず
効
果

を
上
げ
、
経
済
は
次
第
に
安
定
に
向
か
う
だ
ろ
う
。

だ
が
、
専
門
家
の
提
言
や
意
見
を
軽
視
し
て
は
な
ら

な
い
。
彼
ら
の
目
的
は
政
府
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ

る
。
即
ち
、
経
済
が
健
全
か
つ
持
続
可
能
な
発
展
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
―
―
。

政府は経済の安定成長確保のための措置を講じた。

写真は河北鋼鉄集団唐山鋼鉄の工場　（新華社）

国
家
発
展
改
革
委
員
会
の
杜
鷹
副
主
任
は
６
月

１
日
、
国
務
院
新
聞
弁
公
室
の
記
者
会
見
に
出
席
、

安
定
成
長
に
関
す
る
主
要
政
策
に
つ
い
て
、
（
１
）

引
き
続
き
構
造
的
な
減
税
策
を
着
実
に
実
施
す
る

（
２
）
合
理
的
な
融
資
規
模
を
維
持
す
る
（
３
）
消

費
を
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
合
理
的
な
投
資
規
模
を

維
持
す
る
（
４
）
貿
易
輸
出
を
安
定
さ
せ
る
―
―
の

４
項
目
を
明
ら
か
に
し
た
。

構
造
調
整
を
前
提
と
す
る

ま
た
杜
副
主
任
は
「
０
８
年
の
金
融
危
機
後
の

４
兆
元
規
模
の
刺
激
策
の
よ
う
な
政
策
を
再
び
打
ち

出
す
こ
と
は
な
い
」
と
の
考
え
を
表
明
。

政府は自動車消費刺激策を検討中だ。

写真はチベット自治区・ラサのディー

ラーで車の乗り心地を見るチベット族

夫婦　 （姜小英撮影）
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浙
江
省
温
州
市
の
小
額
ロ
ー
ン
会
社
、
瑞
安

華
峰
小
額
信
貸
公
司
董
事
長
の
翁
弈
峰
氏
が
待
ち

に
待
っ
た
銀
行
業
界
参
入
の
機
会
が
つ
い
に
訪
れ

た
。
５
月
２
５
日
に
中
国
銀
行
業
監
督
管
理
委
員

会
（
銀
監
会
）
が
発
表
し
た
『
民
間
資
本
の
銀
行

業
界
参
入
に
対
す
る
奨
励
・
指
導
に
つ
い
て
の
実

施
意
見
』
は
、
翁
弈
峰
氏
に
と
っ
て
銀
行
家
に
な

る
夢
を
か
な
え
る
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
を
意
味
し

た
。翁

弈
峰
氏
は
幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
銀
行
家
に

な
る
の
が
夢
だ
っ
た
。
し
か
し
、
銀
行
業
界
に
は

国
有
銀
行
に
よ
る
独
占
と
い
う
障
壁
が
あ
っ
た
た

め
、
小
額
ロ
ー
ン
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
２
０
０
８
年
１
１
月
、
翁
弈
峰
氏

は
友
人
数
人
と
２
億
元
を
共
同
出
資
し
て
瑞
安
華

峰
小
額
信
貸
公
司
を
設
立
。
同
社
で
は
融
資
の
み

の
単
一
銀
行
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
預
金
業
務

を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。３

年

余

り

で

、

瑞

安
華
峰
小
額
信
貸
公
司

の
登
記
資
本
は
８
億
元

に

増

え

、

純

資

産

は

１
０
億
元
に
達
し
た
。

同
社
は
累
計
１
２
０
億

元
近
く
、
１
万
件
余
り

の
小
額
ロ
ー
ン
を
貸
し

出
し
た
が
、
１
件
の
額

は
平
均
１
０
０
万
元
に

満
た
な
か
っ
た
。
そ
の

う
ち
９
０
％
以
上
は
三

農
（
農
村
、
農
業
、
農

民
）
関
係
の
も
の
だ
っ

た
が
、
貸
し
倒
れ
は
少

な
く
、
１
０
０
億
余
り

の
貸
し
出
し
の
う
ち
、
回
収
状
況
が
悪
か
っ
た
の

は
９
０
０
万
元
ほ
ど
で
、
不
良
債
権
率
は
わ
ず
か

０
•
６
５
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
業
績
は
国
有
銀
行

を
は
る
か
に
し
の
ぐ
。

中
国
政
府
は
２
０
０
５
年
に
「
非
公
有
経
済

３
６
条
」
を
打
ち
出
し
、
銀
行
、
鉄
道
、
電
信
、

軍
事
工
業
な
ど
国
有
企
業
独
占
業
界
へ
の
民
間
資

本
参
入
を
支
持
し
た
。
し
か
し
実
際
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
民
間
資
本
は
「
見
え
ざ
る
壁
」
に

阻
ま
れ
て
い
る
。
翁
弈
峰
氏
は
、
「
政
策
の
支
持

は
あ
る
が
具
体
的
な
実
施
細
則
は
な
い
た
め
、
民

間
資
本
の
銀
行
業
界
参
入
は
大
変
難
し
い
」
と
語

る
。２

０
１
０
年
７
月
国
務
院
は
「
新
非
公
有
経
済

３
６
条
」
を
発
表
、
民
間
投
資
の
奨
励
・
指
導
関

連
任
務
を
各
部
門
・
委
員
会
レ
ベ
ル
ま
で
落
と
し

こ
ん
で
具
体
的
に
作
業
分
担
し
、
実
行
性
や
作
業

性
を
高
め
た
。

銀
監
会
が
発
表
し
た
『
民
間
資
本
の
銀
行
業
界

参
入
に
対
す
る
奨
励
・
指
導
に
つ
い
て
の
実
施
意

見
』
は
、
「
新
非
公
有
経
済
３
６
条
」
の
銀
行
業

界
へ
の
民
間
資
本
参
入
奨
励
に
関
す
る
具
体
的
な

実
施
細
則
で
あ
る
。
こ
の
細
則
は
、
民
間
資
本
は

銀
行
業
界
参
入
に
際
し
て
遵
守
す
る
条
件
が
そ
の

他
資
本
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
民
間
資

本
が
銀
行
業
に
株
式
参
加
す
る
場
合
の
持
ち
株
比

率
制
限
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

翁
弈
峰
氏
は
瑞
安
華
峰
小
額
信
貸
公
司
を
銀
行

に
す
る
計
画
だ
。
現
行
の
細
則
に
よ
れ
ば
、
翁
弈

峰
氏
が
銀
行
家
に
な
る
夢
を
か
な
え
る
の
に
大
き

な
問
題
は
な
い
は
ず
だ
。
自
分
の
会
社
を
銀
行
に

し
た
後
、
翁
弈
峰
氏
が
最
も
望
ん
で
い
る
の
は
金

利
の
市
場
化
だ
。
金
利
が
市
場
化
し
て
初
め
て
、

小
規
模
金
融
機
関
の
県
域
経
済
で
の
発
展
が
保
証

さ
れ
る
。

徹
底
的
な
独
占
打
破
を
図
っ
て
い
る
の
は
銀
行

業
界
だ
け
で
は
な
い
。
現
時
点
で
、
鉄
道
部
、
中

国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
、
国
有
資
産
監
督
管
理

委
員
会
、
衛
生
部
、
交
通
部
な
ど
の
部
・
委
員
会

も
、
そ
の
監
督
対
象
独
占
業
界
へ
の
民
間
資
本
参

入
を
奨
励
す
る
細
則
を
相
次
い
で
打
ち
出
し
て
い

る
。

中
国
経
済
の
バ
ト
ン

今
、
中
国
経
済
の
発
展
は
非
常
に
特
殊
な
時
期

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
経
済
成
長
は
減
速
傾
向

が
続
き
、
し
か
も
経
済
構
造
調
整
、
産
業
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
、
発
展
モ
デ
ル
の
転
換
と
い
う
現
実
に

直
面
し
て
い
る
。
「
こ
の
時
期
に
、
民
間
資
本
に

よ
り
広
い
業
界
分
野
を
開
放
し
、
民
間
資
本
の
活

力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
刺
激
す
る
こ
と
は
、

中
国
経
済
の
振
興
と
経

済
構
造
転
換
の
促
進
に

と
っ
て
間
違
い
な
く
深

遠
な
意
義
が
あ
る
」
。

中
国
人
民
大
学
財
政
金

融
学
院
副
院
長
の
趙
錫

軍
氏
は
こ
う
述
べ
る
。

２

０

０

８

年

の

金

融
危
機
発
生
後
、
中
国

政
府
は
す
ぐ
に
４
兆
元

の
投
資
に
よ
る
経
済
刺

激
策
を
打
ち
出
し
た
。
政
府
の
公
共
投
資
は
中

国
経
済
が
世
界
的
に
も
い
ち
早
く
立
ち
直
る
上

で
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

経
済
成
長
は
財
政
能
力
上
の
制
約
を
受
け
る
上

に
、
公
共
投
資
は
投
資
過
熱
や
生
産
能
力
過
剰

と
い
っ
た
問
題
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
そ
の

点
、
民
間
投
資
の
ほ
う
が
効
率
が
高
く
、
中
国

経
済
の
不
均
衡
問
題
解
決
の
面
で
も
非
常
に
重

要
な
意
義
が
あ
る
。

全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
、
中

国
民
主
建
国
会
中
央
副
主
席
で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

辜
勝
阻
氏
も
次
の
よ
う
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。

「
ポ
ス
ト
危
機
時
代
に
お
い
て
、
経
済
の
バ
ト
ン

を
公
共
投
資
か
ら
民
間
投
資
へ
と
渡
し
て
い
く
の

は
、
経
済
の
持
続
可
能
な
成
長
を
維
持
す
る
上
で

最
も
重
要
な
戦
略
的
選
択
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
公
共

投
資
と
比
べ
て
民
間
投
資
は
『
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
柔

軟
、
効
率
が
高
い
、
潜
在
力
が
大
き
い
、
持
続
可

能
性
が
高
い
、
創
業
や
革
新
に
有
利
、
雇
用
創
出

性
が
高
い
』
と
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
民
間
投
資
は
経
済
成
長
の
内
在
原
動
力
と
活

力
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
す
る
た

め
の
鍵
で
あ
る
」
。

中
国
の
民
間
投
資
は
す
で
に
社
会
全
体
の
投

資
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
投
資
需
要
拡
大

の
重
点
と
な
っ
て
い
る
。
発
展
改
革
委
員
会
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
１
年
の
民
間
投
資
は

社
会
全
体
の
固
定
資
産
投
資
の
６
５
％
以
上
を
占

め
た
。
中
央
銀
行
の
関
連
統
計
デ
ー
タ
で
は
、
中

国
の
民
間
資
金
は
現
在
お
よ
そ
６
０
兆
元
で
、
こ

れ
に
は
３
５
兆
２
０
０
０
億
元
の
個
人
貯
蓄
と

２
５
兆
元
の
私
営
企
業
・
社
会
資
本
が
含
ま
れ

る
。し

か
し
こ
う
し
た
民
間
投
資
は
不
動
産
、
製

造
業
、
紡
績
衣
料
な
ど
非
独
占
業
界
に
対
す
る

も
の
で
、
よ
り
利
潤
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉄

道
、
銀
行
、
電
信
な
ど
国
有
資
本
独
占
業
界
に

対
し
て
、
民
間
資
本
は
参
入
し
た
く
と
も
で
き

ず
に
い
た
。
一
方
の
国
有
資
本
の
ほ
う
は
効
率

低
下
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国

石
油
や
各
大
手
電
力
会
社
な
ど
の
国
有
企
業
は

資
源
と
市
場
を
独
占
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
毎
年
巨
額
の
赤
字
を
出
し
て
お
り
、
国
家
財

政
で
赤
字
補
填
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
民
間
投

資
が
こ
う
し
た
分
野
に
参
入
す
れ
ば
、
投
資
も

拡
大
さ
れ
、
競
争
を
通
じ
て
国
有
企
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
民
間
投
資
の
投
資
先
は
中
小
企

中国政府に最も必要なのは、独占業界の改革

を推進し、民間資本のために公平で良好な市場環

境を創出することである。

本誌記者  周日昌

民間資本の
   独占業界参入が現実に

国内初の民間資本管理会社、 

浙江省温州甌海区信通民間資本管

理股份有限公司   (王定昶撮影)
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業
が
多
く
、
雇
用
創
出
面
で
極
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
現
在
、
中
国
の
民
間
投
資
は

毎
年
の
都
市
部
雇
用
の
７
０
％
と
新
規
雇
用
の

９
０
％
を
創
出
し
て
い
る
。
２
０
０
８
年
の
金
融

危
機
発
生
後
、
中
国
東
部
沿
海
地
域
の
輸
出
型
企

業
は
打
撃
を
被
り
、
多
く
が
倒
産
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
企
業
は
ど
れ
も
民
間
企
業
だ
っ

た
。
金
融
危
機
に
よ
る
打
撃
で
生
じ
た
労
働
者
の

大
量
失
業
で
、
社
会
的
な
懸
念
が
高
ま
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
民
間
投
資
拡
大
の
重
要
性
と
そ

れ
に
よ
る
雇
用
安
定
と
い
う
利
点
が
見
て
取
れ

る
。

な
お
も
残
る
懸
念

独
占
業
界
へ
の
民
間
資
本
投
資
を
阻
害
す
る

既
存
の
行
政
的
障
壁
は
ま
だ
取
り
除
か
れ
て
い
な

い
。
打
ち
出
さ
れ
た
細
則
は
効
果
的
に
実
施
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
？
実
施
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
れ
は

ど
の
程
度
に
な
る
の
か
？
国
務
院
は
今
年
２
月
、

各
部
・
委
員
会
に
対
し
上
半
期
中
に
「
民
間
投
資

３
６
条
」
の
全
て
の
実
施
細
則
を
打
ち
出
す
よ
う

要
求
し
た
。
６
月
３
０
日
の
最
終
期
限
が
近
づ
く

に
つ
れ
て
、
各
部
・
委
員
会
は
実
施
細
則
を
集
中

的
に
打
ち
出
す
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
単
に
国
務
院

の
要
求
に
対
応
す
る
だ
け
に
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

か
？
こ
う
し
た
問
題
も
、
独
占
業
界
参
入
を
考
え

る
す
べ
て
の
民
間
投
資
家
た
ち
を
当
惑
さ
せ
て
い

る
。各

部
・
委
員
会
の
細
則
を
注
意
深
く
読
ん
で

み
る
と
、
鉄
道
部
の
出
し
た
鉄
道
へ
の
民
間
資
本

投
資
奨
励
規
定
も
、
銀
監
会
の
出
し
た
民
間
資
本

に
よ
る
金
融
機
関
発
起
設
立
奨
励
規
定
も
、
ど
れ

も
が
原
則
的
な
「
意
見
」
で
あ
る
。
複
数
の
部
・

委
員
会
の
「
細
則
」
に
、
民
間
資
本
に
対
し
「
付

加
条
件
の
設
置
」
を
単
独
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い

と
明
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
民
間
資
本
の
前
に
長

い
間
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
参
入
前
と
参
入
後
の

「
見
え
ざ
る
壁
」
に
つ
い
て
は
明
確
な
説
明
を
し

て
い
な
い
。
民
間
資
本
の
村
鎮
銀
行
の
発
起
設
立

を
例
に
取
る
と
、
以
前
の
『
村
鎮
銀
行
管
理
規

則
』
の
規
定
で
は
村
鎮
銀
行
（
農
村
向
け
銀
行
）

の
主
要
発
起
人
は
銀
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
一
般
の
民
間
資
本
は
主
要
発
起

人
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
か
も
主
要
発
起
人

の
持
ち
株
比
率
は
２
０
％
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な

か
っ
た
。
今
回
銀
監
会
が
出
し
た
細
則
に
も
、
主

要
発
起
人
の
持
ち
株
比
率
を
１
５
％
に
引
き
下
げ

る
以
外
、
民
間
資
本
が
主
要
発
起
人
と
な
っ
て
村

鎮
銀
行
を
設
立
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
明

確
な
規
定
は
な
い
。
こ
れ
は
「
見
え
ざ
る
壁
」
に

他
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
辜
勝
阻
氏
は
次
の
よ
う
に
強

調
す
る
。
「
経
済
の
安
定
成
長
を
保
証
す
る
た
め

に
今
最
も
差
し
迫
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
は
、
独
占

業
界
改
革
を
加
速
し
、
行
政
的
障
壁
を
徐
々
に
取

り
除
き
、
民
間
投
資
の
市
場
参
入
障
壁
を
少
な
く

し
、
民
営
企
業
と
そ
の
他
所
有
制
企
業
間
の
投
資

認
可
、
土
地
、
貿
易
、
財
税
的
助
成
面
で
の
待
遇

公
平
化
を
推
進
し
、
異
な
る
市
場
主
体
の
平
等
な

競
争
を
保
障
す
る
こ
と
だ
」
。

し
か
し
根
本
的
に
民
間
投
資
家
の
疑
念
を
払
拭

す
る
に
は
、
各
分
野
の
監
督
部
門
が
質
的
に
も
量

的
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
実
施
細
則
を
打
ち
出
す

だ
け
で
な
く
、
関
連
支
援
・
保
障
措
置
を
継
続
的

に
細
分
化
・
補
充
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
と
措
置
を

掛
け
値
な
し
に
１
０
０
％
実
施
し
、
民
間
資
本
に

と
っ
て
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
鍵
と
な
る
の
は
、
民
間
資
本
の
利
益
を
保

証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

中国の農業経済レベルを

   上げるには

３月２９日、北京市初の

村集団経済組織の発起に

よる小額ローン会社、北

京金鵬麗行小額貸款股份

有限公司が正式に設立さ

れた    (張旭撮影)

中国の農業は先進国との間に大きな格差がある。中国に

差し迫って必要なのは、農業発展における大変革と大投入を

行って、農業現代化を加速することである。

本誌記者　蘭辛珍

多
く
の
中
国
人
が
、
米
国
ア
イ
オ
ワ
州
東
部

の
マ
ス
カ
テ
ィ
ー
ン
と
い
う
小
さ
な
町
に
住
む
ド

ボ
ル
チ
ャ
ク
さ
ん
を
知
っ
て
い
る
。
農
民
の
中
に

は
、
会
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
羨
ん
で
い
る
人
も

い
る
。
２
７
年
前
、
当
時
河
北
省
正
定
県
共
産
党

委
員
会
書
記
だ
っ
た
習
近
平
氏
が
訪
米
し
た
際
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た
の
が
ド
ボ
ル
チ
ャ
ク
家
だ
っ

た
。
ド
ボ
ル
チ
ャ
ク
さ
ん
を
通
し
て
、
習
近
平
氏

は
米
国
の
農
業
科
学
技
術
レ
ベ
ル
を
知
り
、
特
に

農
業
機
械
化
の
高
さ
に
お
お
い
に
感
嘆
し
た
。
当

時
の
中
国
で
は
人
や
家
畜
に
頼
っ
た
天
候
任
せ
の

農
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
米
国
の
科
学
技
術
と
機

械
化
に
よ
る
農
業
と
の
格
差
は
大
き
く
、
ま
っ
た

く
も
っ
て
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
た
。

黒竜江省克山県仁発村で行われている大型農業機械による大規模な種まき作業　

（王建威撮影）
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今
年
２
月
、
国
家
副
主
席
と
な
っ
た
習
近
平
氏

は
再
び
訪
米
し
、
マ
ス
カ
テ
ィ
ー
ン
の
ド
ボ
ル
チ
ャ

ク
家
を
訪
問
し
た
。
今
で
は
、
中
国
の
農
業
は
大

き
く
向
上
し
、
食
糧
主
要
生
産
地
は
ほ
ぼ
機
械
化
さ

れ
、
農
業
分
野
の
科
学
技
術
応
用
は
大
き
な
飛
躍
を

遂
げ
、
生
産
量
が
多
い
優
良
な
品
種
が
数
多
く
開
発

さ
れ
広
く
普
及
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
、
中
国
の

食
糧
生
産
は
８
年
連
続
増
産
と
な
り
、
単
位
面
積
生

産
高
、
総
生
産
高
と
も
に
史
上
最
高
と
な
っ
た
。

し
か
し
中
米
間
の
農
業
生
産
格
差
は
依
然
と

し
て
極
め
て
大
き
い
。
５
月
１
３
日
に
中
国
科
学

院
中
国
現
代
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
た
『
中

国
現
代
化
報
告
２
０
１
２ 

農
業
現
代
化
研
究
』

は
、
「
中
国
の
農
業
経
済
レ
ベ
ル
は
米
国
よ
り
約

１
０
０
年
遅
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

い
か
に
し
て
中
国
農
業
の
立
ち
遅
れ
た
状
況

を
変
え
、
中
国
の
農
業
経
済
レ
ベ
ル
を
高
め
る
か

は
、
中
国
人
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
重
要
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

格
差

２
７
年
前
、
中
米
間
の
農
業
格
差
は
生
産
手
段

の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
２
７
年

後
の
今
、
格
差
は
生
産
性
に
よ
る
も
の
が
大
き
い

と
専
門
家
は
分
析
し
て
い
る
。

中
国
と
先
進
国
の
農
業
生
産
性
の
間
に
は
、

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
格
差
が
あ
る
の
か
？
中
国
科

学
院
中
国
現
代
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
の
何
伝
啓
氏

は
、
「
米
国
の
農
業
労
働
生
産
性
は
中
国
の
９
０
倍

以
上
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
は
中
国
の
１
０
０
倍
以
上

だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
す
ら
中
国
よ
り
高
い
」
と
言
う
。

中
国
で
９
０
人
の
農
民
が
す
る
仕
事
を
米
国
で

は
１
人
の
農
民
で
や
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
違
い
は
、

中
国
人
１
人
１
人
の
心
に
重
く
の
し
か
か
る
。

農
業
の
現
代
化
に
つ
い
て
何
伝
啓
氏
は
、
「
世

界
各
国
で
現
代
化
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
農
業
現

代
化
理
論
に
基
づ
く
と
、
伝
統
農
業
か
ら
初
級
現
代

農
業
へ
の
転
換
が
第
１
次
農
業
現
代
化
で
あ
り
、
こ

れ
に
は
農
業
の
市
場
化
、
工
業
化
、
機
械
化
、
化
学

化
が
含
ま
れ
る
。
初
級
現
代
農
業
か
ら
高
級
現
代
農

業
へ
の
転
換
が
第
２
次
農
業
現
代
化
で
、
主
な
特
徴

は
農
業
の
知
識
化
、
情
報
化
、
生
態
化
、
多
様
化
、

国
際
化
な
ど
だ
」
と
語
る
。
中
国
科
学
院
中
国
現
代

化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
８
年
の
中
国

の
第
１
次
農
業
現
代
化
指
数
は
７
６
で
世
界
７
５

位
、
第
２
次
農
業
現
代
化
指
数
は
３
５
で
世
界
６
２

位
、
中
国
の
総
合
農
業
現
代
化
指
数
は
３
８
で
世
界

６
５
位
で
あ
っ
た
。

何
伝
啓
氏
の
予
測
に
よ
る
と
、
２
０
５
０
年
、

中
国
の
人
口
は
お
よ
そ
１
５
億
人
、
穀
物
需
要
は

お
よ
そ
７
億
８
０
０
０
万
ト
ン
、
肉
食
需
要
は
お

よ
そ
１
億
２
０
０
０
万
ト
ン
に
な
る
。
２
０
０
０

年
～
２
０
５
０
年
の
間
に
、
中
国
の
人
口
は

１
億
８
０
０
０
万
人
増
え
、
穀
物
生
産
の
新
規
増
加

需
要
は
３
億
ト
ン
、
肉
食
生
産
の
新
規
増
加
需
要
は

５
０
０
０
万
ト
ン
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方

で
、
中
国
人
の
１
人
当
た
り
耕
地
面
積
、
１
人
当
た

り
穀
物
栽
培
面
積
は
い
ず
れ
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

「
国
民
の
生
活
ク
オ
リ
テ
ィ
向
上
に
よ
る
農
産
品
需

要
を
ど
う
や
っ
て
満
た
す
か
。
こ
れ
は
中
国
の
農
業

に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
挑

戦
で
も
あ
る
」
と
何
伝
啓
氏
は
言
う
。

異
議

中
米
の
農
業
に
は
確
か
に
格
差
が
存
在
す
る

が
、
そ
れ
は
本
当
に
そ
ん
な
に
大
き
い
の
だ
ろ
う

か
？
異
議
を
唱
え
る
専
門
家
も
い
る
。
中
国
科
学

院
農
業
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
の
黄
季
焜
氏

は
、
「
農
業
労
働
生
産
性
と
農
業
労
働
力
比
率

な
ど
の
比
較
で
中
米
の
農
業
格
差
を
考
え
る
の

は
偏
っ
て
い
る
」
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
各

国
ご
と
に
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
資
源
も
異
な
れ

ば
、
国
情
も
違
う
。
農
業
労
働
生
産
性
と
農
業
労

働
力
率
で
農
業
現
代
化
レ
ベ
ル
を
比
較
す
る
こ
と

に
は
な
ん
の
意
義
も
な
い
。

黄
季
焜
氏
に
よ
る
と
、
国
際
的
に
通
用
し
て

い
る
農
業
現
代
化
指
標
は
、
科
学
技
術
レ
ベ
ル
、

食
糧
作
物
の
単
位
面
積
生
産
高
レ
ベ
ル
、
全
要
素

生
産
性
な
ど
で
あ
り
、
国
家
間
で
比
較
可
能
な
の

は
生
産
コ
ス
ト
と
価
格
、
或
い
は
農
産
品
生
産
の

比
較
優
位
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
言
え

ば
、
中
米
間
に
格
差
は
あ
る
も
の
の
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
も
の
で
は
な
い
。
中
国
の
農
業
が
米
国
、
日

本
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
よ
り
１
０
０
年
以
上
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
確
か
に
誇
張
し
す
ぎ
で
あ
る
。

農
業
部
産
業
政
策
・
法
規
司
司
長
の
張
紅
宇
氏

の
考
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
「
中
国
と
西
側

先
進
国
と
で
は
、
農
業
現
代
化
が
始
ま
っ
た
時
期

が
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
先
進
国
と
の
比
較
に
お

い
て
、
農
業
経
済
の
ス
ピ
ー
ド
、
規
模
、
効
果
利

益
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
中
国
と
世
界
の
現
代

農
業
と
の
間
に
は
確
か
に
大
き
な
格
差
が
あ
り
、

中
国
の
農
業
現
代
化
の
道
は
ま
だ
非
常
に
困
難

だ
。
し
か
し
、
同
一
の
指
標
体
系
で
発
展
格
差
が

何
年
あ
る
か
を
比
較
す
る
こ
と
に
は
、
議
論
の
余

地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
。

張
紅
宇
氏
に
よ
る
と
、
中
国
が
農
業
の
現
代
化

を
実
現
す
る
に
は
、
根
本
か
ら
伝
統
農
業
を
改
造

し
、
先
進
国
農
業
と
の
格
差
を
大
き
く
縮
め
、
分
野

に
よ
っ
て
は
世
界
先
進
レ
ベ
ル
、
全
体
・
平
均
レ
ベ

ル
で
も
だ
い
た
い
先
進
国
レ
ベ
ル
に
近
い
と
こ
ろ
ま

山東省濱州市博興県の国豊高

効率生態農業モデルゾーン

は、農業の「モノのインター

ネット」モニタリング設備を

利用して野菜の栽培管理のイ

ンテリジェント化を進めてい

る。写真は同設備を調整する

作業員　（陳彬撮影）

今夏、江蘇省連雲港市は各種農業機械を１日６万台以上投入し、機械収穫率は９７.３％に達した。

写真は連雲市贛楡県大盤村の小麦畑で作業する農民　（司偉撮影）
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今
年
の
建
築
界
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

   

な
ぜ
王
澍
氏
に

ピープル 経済

で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
近
年
来
、
中
国
の

農
業
現
代
化
は
こ
れ
ら
の
面
で
大
き
な
進
展
を
遂
げ

た
。
例
え
ば
穀
物
、
水
稲
、
小
麦
の
単
位
面
積
生
産

高
で
は
す
で
に
先
進
国
レ
ベ
ル
に
達
し
、
ま
た
農
業

機
械
化
、
１
人
当
た
り
栄
養
供
給
な
ど
２
６
の
指
標

で
は
初
等
発
達
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
中
国
の
農
業
は
米
国
よ
り
１
０
０
年
遅
れ
て

い
る
」
と
い
う
判
断
に
は
、
中
国
の
農
業
現
代
化
全

体
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

張
紅
宇
氏
が
考
え
る
中
国
農
業
に
対
す
る
客

観
的
な
評
価
は
、
「
中
国
の
農
業
は
数
々
の
困
難

を
克
服
し
順
調
に
発
展
し
て
き
た
が
、
農
業
生
産

全
体
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
は
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
農
業
の
基
本
的
地
位
は
依
然
と
し
て
強
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
農
民
所
得
レ
ベ
ル
を
至
急
高
め

る
べ
き
だ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

提
案

中
国
政
府
は
農
業
現
代
化
発
展
に
つ
い
て
は
っ

き
り
と
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
定
め
て
い
る
。
今
年

２
月
、
国
務
院
は
『
全
国
現
代
農
業
発
展
計
画
』
を

発
表
、
こ
れ
は
新
中
国
成
立
以
来
初
の
現
代
農
業
発

展
計
画
で
あ
っ
た
。
計
画
で
は
、
「
第
１
段
階
と

し
て
、
２
０
５
０
年
頃
に
世
界
の
中
等
レ
ベ
ル
に

達
し
、
第
１
次
農
業
現
代
化
を
全
面
的
に
成
し
遂
げ

る
。
第
２
段
階
で
は
、
２
１
０
０
年
ま
で
に
世
界
の

先
進
レ
ベ
ル
に
達
し
、
第
２
次
農
業
現
代
化
を
全
面

的
に
成
し
遂
げ
る
」
と
い
う
２
１
世
紀
中
国
農
業
現

代
化
戦
略
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

し
か
し
農
業
生
産
性
低
下
の
問
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
、
農
業
現
代
化
の
実
現
は
難
し
い
だ
ろ

う
。中

国
の
農
業
労
働
生
産
性
を
ど
う
や
っ
て
高

め
る
の
か
？
中
国
科
学
院
中
国
現
代
化
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
「
①
農
業
科
学
技
術
体
制
改
革
の
深

化
、
②
農
村
金
融
改
革
の
深
化
、
③
農
業
水
利
改

革
の
深
化
、
④
農
村
土
地
制
度
改
革
の
推
進
、
⑤

優
れ
た
食
糧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
」
の
５
項
目

を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
５
つ
の
提
案
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

今
、
中
国
の
農
業
経
済
発
展
を
制
約
し
て
い
る
弊

害
そ
の
も
の
で
あ
る
。
農
村
金
融
改
革
を
例
に
取

る
と
、
中
国
政
府
は
し
ば
し
ば
金
融
に
農
業
発
展

を
支
援
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
小
額

ロ
ー
ン
で
農
業
生
産
物
資
を
買
い
た
い
と
い
う
農

民
の
希
望
を
叶
え
ら
れ
ず
に
い
る
。

中
国
科
学
院
中
国
現
代
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
報

告
は
、
「
こ
う
し
た
改
革
が
進
め
ば
、
中
国
の
農

業
生
産
性
は
き
っ
と
飛
躍
的
に
質
的
向
上
が
見
ら

れ
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

何
伝
啓
氏
は
、
政
府
は
こ
れ
ら
の
改
革
の
ほ

か
に
も
新
農
民
育
成
計
画
を
実
施
し
て
農
民
の
資

質
を
全
面
的
に
高
め
る
べ
き
だ
と
い
う
。
「
新
農

民
育
成
計
画
は
新
世
代
の
農
民
を
育
成
し
、
農
民

が
市
場
化
、
専
業
化
、
工
業
化
、
情
報
化
、
生
態

化
、
全
球
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

だ
」
。
何
伝
啓
氏
の
考
え
る
中
国
の
農
民
と
米
国

の
農
民
の
主
な
格
差
は
こ
の
点
に
あ
る
。
米
国
の

農
民
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
市
場
を
探
し
作
業
を

指
示
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
多
く
の
中
国
の
農

民
は
ま
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
え
ず
に
い
る
。

中
国
農
業
大
学
図
書
館
館
長
の
何
秀
栄
氏
は
、

中
国
の
農
業
現
代
化
を
根
本
的
に
制
約
し
て
い
る

の
は
体
制
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
と
い
う
。
「
中
国
が

今
実
施
し
て
い
る
の
は
家
庭
を
単
位
と
し
た
土
地

責
任
請
負
制
で
、
土
地
は
分
散
化
し
て
い
る
。
ま

ず
は
こ
う
し
た
制
度
を
変
え
な
け
れ
ば
、
農
業
の

現
代
化
な
ど
そ
も
そ
も
議
論
し
よ
う
が
な
い
」
。

江西省安義県の野菜栽

培基地は節水灌漑技術

を採用して１日当たり

野菜を２０トン以上生産

し、米国、東南アジア 

などの国・地域に輸出

している

　（周科撮影）

５
月
２
５
日
、
４
９
歳
の
王
澍
教
授
は
、
北

京
の
人
民
大
会
堂
で
建
築
界
の
「
ノ
ー
ベ
ル

賞
」
と
呼
ば
れ
る
「
プ
リ
ッ
カ
ー
賞
」
を
受
賞

し
た
。
国
際
建
築
界
最
高
の
賞
を
手
に
し
た
中

国
初
の
建
築
家
で
あ
り
、
中
国
で
同
賞
の
授
賞

式
が
行
わ
れ
た
の
は
１
９
７
９
年
の
創
設
来
初

め
て
。

国
外
の
ス
タ
ー
的
な
建
築
家
が
絶
え
ず
設
計

の
た
め
中
国
に
招
聘
さ
れ
て
い
る
中
、
多
く
の

中
国
人
も
「
鳥
の
巣
」
（
国
家
ス
タ
ジ
ア
ム
）

や
「
巨
大
な
エ
ッ
グ
」
（
国
家
大
劇
場
）
の
よ

う
な
象
徴
的
な
建
築
が
さ
ら
に
多
く
本
土
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
手
か
ら
出
る
よ
う
渇
望
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
点
で
、
王
澍
氏
が
２
０
１
２
年

の
プ
リ
ッ
カ
ー
賞
を
得
た
こ
と
は
よ
り
大
き
な

意
義
が
あ
る
。

「
以
前
、
人
び
と
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
強
調
さ

れ
た
大
多
数
の
建
築
物
は
外
国
企
業
の
手
に
よ

る
も
の
で
、
中
国
人
は
た
だ
施
工
を
負
っ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
王
澍
氏

の
受
賞
は
、
中
国
新
世
代
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
成

功
、
彼
ら
の
仕
事
の
質
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

ま
す
」
。
英
メ
イ
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
北
京
オ

フ
ィ
ス
首
席
建
築
家
の
ヨ
ハ
ン
・
プ
テ
ィ
ッ
ク

氏
は
こ
う
話
す
。

◆
伝
統
を
活
か
す

王
澍
氏
は
中
国
美
術
学
院
建
築
芸
術
学
院
の

院
長
。
浙
江
省
杭
州
市
の
南
部
群
山
東
部
周
辺

に
あ
る
同
学
院
の
「
象
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
第

１
、
２
期
工
事
の
設
計

で
、
王
氏
は
中
国
建
築

界
の
地
位
を
不
動
の
も

の
に
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に

し
ろ
、
建
物
に
し
ろ
、

こ
こ
で
見
ら
れ
る
景
観

は
い
ず
れ
も
現
代
の
中

国
で
よ
く
目
に
す
る
大

学
の
様
子
と
鮮
明
な
対

照
を
な
し
て
い
る
。
よ

く
目
に
す
る
非
常
に
多

く
の
模
倣
古
代
建
築
と

比
べ
る
と
、
一
種
強
烈

な
モ
ダ
ン
性
に
溢
れ
て

い
る
。
教
室
空
間
全
体

の
設
計
で
は
、
現
代
人

の
習
慣
に
合
わ
せ
る
た

め
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
可
能
性
が
内
部
に
切

り
開
か
れ
て
い
る
。

「
素
晴
ら
し
い
建
築

と
は
実
は
、
常
に
人
び

と
に
ど
の
よ
う
に
使
用

し
、
そ
れ
に
適
応
す
る

本
誌
記
者　

唐
元
愷

中国美術学院の象山キャンパス。砕けたレンガや瓦を回収・利用して造った建築

の中を歩く王澍氏　（李暁果撮影）

今
年
の
建
築
界
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

   

な
ぜ
王
澍
氏
に
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ピープル ピープル

か
を
教
え
る
べ
き
も
の
で
す
。
あ
る
程
度
は
今
日

の
生
活
の
問
題
に
答
え
を
示
し
た
り
、
ま
た
あ
る

程
度
は
現
代
人
の
生
活
の
経
験
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
で
す
」
。

王
氏
ら
は
各
地
の
建
物
解
体
現
場
か
ら
年
代

や
寸
法
の
異
な
る
古
い
レ
ン
ガ
や
廃
棄
さ
れ
た

瓦
な
ど
を
７
０
０
万
個
余
り
集
め
、
出
稼
ぎ
農

民
に
石
積
み
の
精
巧
な
伝
統
技
法
を
教
え
て
も

ら
い
、
そ
れ
ら
を
外
壁
や
屋
根
、
ひ
さ
し
、
道

路
な
ど
に
再
利
用
。
こ
れ
を
見
て
、
多
く
の
国

際
的
に
著
名
な
建
築
家
は
非
常
に
感
動
し
、
自

ら
本
当
の
「
中
国
の
味
」
を
味
わ
っ
た
と
感
じ

た
と
い
う
。
回
収
し
た
材
料
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
王
教
授
は
資
源
を
適
切
に
使
用
し
、
伝
統

と
歴
史
を
尊
重
す
る
よ
う
世
の
中
に
伝
え
よ
う

と
し
た
の
だ
。
「
こ
れ
は
決
し
て
単
純
に
古
い

材
料
を
活
用
し
て
積
み
重
ね
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
重
厚
な
時
間
的
感
覚
が
あ

り
、
文
化
的
な
意
義
も
内
包

さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
国
文

化
の
な
か
の
時
間
と
伝
統
に

対
す
る
詩
的
な
理
解
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

伝
統
的
に
も
こ
う
し
た
や
り

方
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
日
の
私
た
ち
も
、
芸
術
と

技
術
の
角
度
か
ら
、
い
か
に

智
恵
の
あ
る
方
法
を
用
い
て

こ
う
し
た
も
の
を
復
活
さ
せ

る
か
、
そ
れ
ら
を
新
し
い
建

築
の
な
か
で
生
き
長
ら
え
さ

せ
、
尊
厳
を
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
模
索
す
る
必
要
も
大
い
に
あ
り

ま
す
」
。

２
０
０
０
年
か
ら
、
王
氏
は
重
点
的
に
廃
品

を
回
収
し
て
循
環
利
用
し
て
お
り
、
建
築
材
料

の
再
利
用
可
能
性
と
経
済
的
実
用
性
を
十
分
に

発
掘
し
た
。
「
材
料
の
節
減
は
中
国
人
の
一
種

の
美
徳
で
す
」
。
王
氏
に
よ
る
と
、
現
在
、
多

く
の
古
い
建
築
物
が
解
体
さ
れ
て
い
て
、
レ
ン

ガ
や
瓦
と
い
っ
た
廃
材
が
数
多
く
出
て
い
る
。

も
と
も
と
非
常
に
尊
厳
あ
る
姿
で
古
い
建
築
物

に
使
わ
れ
て
い
た
こ
う
し
た
材
料
が
突
然
、
ご

み
の
よ
う
に
地
面
に
投
げ
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
「
建
築
家
と
し
て
、
見
て
見
ぬ
ふ
り

は
で
き
ま
せ
ん
。
で
な
け
れ
ば
、
徳
を
欠
い
た

人
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
」
。

「
中
国
の
建
築
家
と
し
て
、
い
か
に
し
て
本

国
の
伝
統
を
背
景
に
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

今
日
の
自
然
や
生
態
、
環
境
、
都
市
に
ど
の
よ

９
５
年
の
プ
リ
ッ
カ
ー
受
賞

者
、
日
本
の
著
名
な
建
築
家
・
安

藤
忠
雄
氏
は
こ
う
評
価
す
る
。

「
王
氏
の
作
品
は
、
現
代
建
築
を

非
常
に
深
く
理
解
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
伝
統
に
対
し
て
も
一
定

の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ
て
、

彼
は
新
し
い
中
国
建
築
を
創
造
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
方
法
は
世
界

に
必
ず
認
め
ら
れ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
」
。

◆
時
代
の
「
幸
運
児
」

０
７
～
０
９
年
、
王
氏
は
杭
州

市
政
府
に
よ
る
歴
史
街
区
再
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
南
宋
御
街
」
で

設
計
を
担
当
し
た
。

「
再
開
発
と
な
れ
ば
、
各
方

面
の
思
惑
が
表
面
に
出
て
き
ま
す

…
…
」
。
そ
こ
で
王
氏
は
、
「
３

つ
の
条
件
」
を
提
起
。
第
１
は
、

し
っ
か
り
し
た
も
の
を
造
る
に

は
、
少
な
く
と
も
３
年
は
必
要
で

あ
り
、
取
り
掛
か
る
前
に
、
半
年

か
け
て
調
査
・
検
討
す
る
。
「
中

国
の
一
部
政
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

非
常
に
性
急
で
、
わ
ず
か
半
年
の

設
計
で
す
ぐ
に
着
工
す
る
こ
と
が

往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
」
。
第
２

は
、
生
活
エ
リ
ア
の
雰
囲
気
を
維

建築家・王澍氏

う
な
価
値
観
を
も
っ
て
対
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
」
。
王
氏
は
、
自
然
の
も
と
も
と
あ
る
姿
を

損
わ
な
い
た
め
に
は
、
建
築
と
同
時
に
、
自
然

に
譲
歩
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
。
一
方
、
材

料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
減
と
言
っ
た
問
題
も
建

築
と
結
び
付
け
て
考
慮
す
べ
き
だ
と
主
張
。

「
象
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
単
な
る
大
学
内
に
あ
る

建
築
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
、
こ
の
一
帯

で
新
し
い
都
市
建
設
の
モ
デ
ル
を
模
索
し
よ
う

と
す
る
試
み
が
あ
る
の
で
す
」
。

中
国
の
都
市
の
将
来
の
方
向
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
２
つ
の
象
徴
的

な
建
築
が
あ
る
。
１
つ
は
、
２
０
０
０
年
に
プ

リ
ッ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー

ス
氏
が
設
計
し
た
北
京
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
（
中
央
テ

レ
ビ
局
）
の
新
社
屋
ビ
ル
、
い
ま
１
つ
は
、
象

山
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
「
現
代
」
と

「
伝
統
」
と
い
う
２
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
る
発

展
方
向
を
提
示
し
て
い
る
。
王
氏
は
「
私
た
ち

の
大
学
が
も
う
１
つ
の
方
向
を
示
す
こ
と
が
で

き
て
、
非
常
に
嬉
し
い
」
と
話
す
。
彼
は
同
業

者
に
「
現
代
建
築
に
背
い
て
い
る
」
と
非
難
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

象山キャンパスのアトリエで

留学生に建築の構造を説明　

（李暁果撮影）

王氏が設計を担当した、浙江省寧波市鄞州新市街地の 

「寧波博物館・五散房」プロジェクト　（陳曙皓撮影）
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６
月
１
日
正
午
、
北
京
郊
外
に
あ
る
懐
柔
天

道
英
才
学
校
の
静
寂
な
一
室
。
タ
ン
カ
芸
術
伝

承
者
で
あ
る
ベ
メ
氏
と
そ
の
学
生
た
ち
が
、
約

２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
タ
ン
カ
教
室
で
一
心
不

乱
に
タ
ン
カ
を
製
作
し
て
い
た
。

一
般
の
授
業
と
は
違
い
、
こ
の
教
室
で
は
静

謐
な
空
気
の
中
に
は
る
か
昔
の
な
ん
と
も
表
現

し
が
た
い
雰
囲
気
の
仏
教
音
楽
が
流
れ
、
強
い

牛
膠
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
た
。
教
室
の
壁
は
四

面
す
べ
て
が
金
色
の
幕
で
覆
わ
れ
、
入
口
側
に

は
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
教

室
の
壁
に
向
か
っ
て
、
目
の
前
の
タ
ン
カ
を
描

く
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
。

チ
ベ
ッ
ト
文
化
慈
善
基
金
副
主
任
の
何
斌
氏
に

よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
配
置
に
し
て
い
る
の
は
寺

院
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
学
ん
で
ほ
し
い
か
ら

だ
と
い
う
。
畢
竟
、
タ
ン
カ
の
創
作
は
敬
虔
な
信

仰
と
切
り
離
せ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
さ
に
タ

ン
カ
芸
術
の
魅
力
で
も
あ
る
の
だ
。

「
チ
ベ
ッ
ト
百
科
全
書
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ン

カ
は
題
材
が
幅
広
い
。
宗
教
的
内
容
を
主
と
し

つ
つ
も
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の
歴
史
、
政
治
、
文

持
す
る
た
め
、
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
人
た
ち

を
住
ま
わ
せ
る
。
「
す
べ
て
の
人
が
引
っ
越
し

て
し
ま
え
ば
、
再
開
発
し
て
も
、
商
業
ゾ
ー
ン

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
生
活
の
魅
力
は
消
え

て
し
ま
い
ま
す
」
。
第
３
は
、
「
保
護
目
的
の

解
体
」
は
絶
対
に
し
な
い
。
解
体
し
て
し
ま
え

ば
、
偽
物
を
造
る
こ
と
に
な
る
。
「
私
は
、
こ

う
し
た
厳
し
い
条
件
を
出
せ
ば
、
政
府
は
難
し

い
こ
と
が
分
か
っ
て
考
え
を
取
り
消
す
だ
ろ

う
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
す
べ
て
の

条
件
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
は
、
予
想
外
の

こ
と
で
し
た
」
。

王
氏
は
、
自
身
に
と
っ
て
唯
一
の
杭
州
商

業
・
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
銭
江
時
代
」
の
設

計
を
し
て
い
た
時
に
も
、
幸
運
に
も
「
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
」
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
出
会
っ
た
。

そ
の
人
物
が
こ
の
６
棟
、
２
６
階
建
て
の
タ

ワ
ー
ビ
ル
が
並
ぶ
大
型
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
付

け
た
名
前
は
、
「
垂
直
院
宅
」
。
王
氏
に
は
庭

園
式
の
設
計
を
通
じ
て
、
中
国
人
の
隣
人
と
共

存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
生
活
を
実
現
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
「
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

の
試
算
で
は
、
こ
の
よ
う
な
隣
人
ど
う
し
が
交

わ
る
空
間
を
造
る
に
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
５
０
０
０
元
と
し
て
、
５
０
０
０
万
元
は

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
。
彼
は
な
か
ば
冗
談

に
、
『
理
想
』
に
つ
き
あ
っ
た
結
果
だ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
…
…
」
。

も
ち
ろ
ん
、
王
氏
が
何
度
も
「
奇
特
な
人
」

に
出
会
っ
た
の
は
、
新
し
い
時
代
の
お
か
げ
も

あ
る
が
、
彼
自
身
の
揺
る
ぎ
な
さ
、
強
い
意

志
、
守
り
の
強
さ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

杭州市中山路の南宋御街。設計した王氏はその建築の理念を語った　（李暁果撮影）

化
、
社
会
生
活
な
ど
多
く
の
分
野
に
及
ん
で
お

り
、
チ
ベ
ッ
ト
生
活
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
容
を

網
羅
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
文
化
を
理
解
す
る

た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
。

ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
の
時
代
か
ら
今
に
至
る

ま
で
、
タ
ン
カ
は
す
で
に
１
３
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
経
て
き
た
。
タ
ン
カ
の
も
と
も
と
の
意
味
は

掛
軸
で
、
鉱
物
顔
料
で
画
布
に
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ

を
描
く
。
仏
教
を
信
仰
す
る
チ
ベ
ッ
ト
で
は
ど
の

家
に
も
仏
像
が
あ
る
が
、
頻
繁

に
移
動
す
る
た
め
銅
製
や
木
製

の
仏
像
で
は
携
帯
に
不
便
だ
っ

た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
タ

ン
カ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
タ
ン

カ
は
「
持
ち
歩
け
る
厨
子
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
、
「
チ
ベ
ッ

ト
族
タ
ン
カ
」
は
国
家
級
無

形
文
化
遺
産
第
一
陣
の
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
た
。
タ
ン
カ

芸
術
の
伝
承
と
保
護
は
い
っ

そ
う
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

北
京
郊
外
で
タ
ン
カ
を

学
ぶ絵

師
た
ち
は
タ
ン
カ
を
描
く

前
に
ま
ず
牛
膠
で
タ
ン
カ
画
布

を
処
理
す
る
。
す
べ
て
の
タ
ン

カ
は
こ
う
し
た
処
理
済
み
の
画

布
の
上
に
描
か
れ
る
。

信
仰
の
心
で
描
く

 
 
 

―
北
京
タ
ン
カ
芸
術
伝
承
班
取
材
記

本
誌
記
者 

 

徐 
 

蓓

本誌の取材を受けるベメ氏
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飾
す
る
「
描
金
」
の
工
程
に
用
い
る
と
い
う
。
タ

ン
カ
絵
師
は
金
粉
と
金
箔
を
細
か
く
砕
き
水
と
合

わ
せ
て
液
体
状
に
し
、
そ
れ
を
毛
筆
に
つ
け
、
着

色
済
み
の
仏
像
の
輪
郭
を
描
い
て
い
く
。
輪
郭
が

取
り
終
わ
る
と
、
硬
筆
で
磨
き
を
か
け
る
。
こ
う

す
る
こ
と
で
初
め
て
タ
ン
カ
が
色
褪
せ
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

単
純
な
作
業
だ
が
、
金
箔
を
細
や
か
な
金
粉

に
砕
い
て
い
く
の
は
決
し
て
易
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
学
生
た
ち
は
も
う
２
日
も
こ
の
作
業
を

続
け
て
い
る
と
い
う
。

タ
ン
カ
作
品
に
仏
体
、
衣
服
、
各
種
装
飾
や

供
え
物
、
風
景
な
ど
全
て
を
描
き
こ
ん
だ
後
、

最
後
に
仏
の
顔
を
描
く
。

タ
ン
カ
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
最
も
重
要

な
基
準
は
、
仏
像
と
人
物
の
風
情
が
真
に
迫
っ

て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
線
描
の

ほ
か
に
タ
ン
カ
技
法
で
最
も
難
し
い
「
開
眼
」

の
工
程
に
か
か
っ
て
い
る
。

喬
旦
本
さ
ん
は
師
に
つ
い
て
多
く
の
タ
ン
カ
を

着
色
し
て
き
た
が
、
最
後
の
開
眼
の
作
業
を
や
っ

た
こ
と
は
な
い
。
今
年
２
２
歳
の
喬
旦
本
さ
ん
は

青
海
省
黄
南
州
同
仁
県
隆
務
鎮
吾
屯
上
村
の
出
身

で
、
タ
ン
カ
を
学
ん
で
７
年
に
な
る
。

喬
旦
本
さ
ん
は
「
北
京
タ
ン
カ
芸
術
伝
承
班

に
来
て
２
年
に
な
り
ま
す
。
青
海
で
は
ベ
メ
先

生
の
門
下
で
学
ん
で
い
た
の
で
、
先
生
に
つ
い

て
一
緒
に
北
京
に
来
ま
し
た
。
故
郷
を
遠
く
離

れ
た
の
は
、
先
生
か
ら
技
巧
や
仏
の
理
、
タ
ン

カ
を
学
ぶ
た
め
で
す
」
と
語
っ
た
。

ベ
メ
氏
は
、
喬
旦
本
さ
ん
に
は
素
質
が
あ

り
、
１
０
年
鍛
錬
を
積
め
ば
開
眼
を
マ
ス
タ
ー

し
タ
ン
カ
絵
師
と
し
て
一
人
立
ち
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
「
開
眼
で
失
敗
す
れ
ば
、
タ
ン
カ

を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
」
と
喬
旦
本
さ
ん
は
言

う
。
「
今
の
最
大
の
望
み
は
い
つ
か
仏
の
目
を

描
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
先
生
の
よ
う

な
タ
ン
カ
絵
師
に
な
る
こ
と
で
す
」
。

タ
ン
カ
芸
術
の
「
必
修
課
目
」

―
―
心
を
静
め
て
修
行
す
る

タ
ン
カ
の
独
特
の
芸
術
性
と
精
美
な
技
巧
、

さ
ら
に
は
近
年
来
の
中
国
芸
術
品
収
集
市
場
の

発
展
に
よ
り
、
タ
ン
カ
は
次
第
に
コ
レ
ク
タ
ー

の
人
気
を
博
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
タ
ン
カ
に
独
特
の
魅
力
を
与
え
て
い
る
の

は
、
絵
師
が
一
筆
一
筆
に
込
め
る
敬
虔
な
信
仰

心
だ
。
単
に
画
家
と
い
う
立
場
で
描
い
た
と
し

た
ら
、
技
巧
が
精
美
で
あ
っ
た
と
し
て
中
身
が

伴
わ
ず
、
タ
ン
カ
本
来
の
意
義
と
文
化
的
蓄
積

は
失
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

ベ
メ
氏
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
は
、
一
人
前

の
タ
ン
カ
絵
師
を
育
成
す
る
の
に
少
な
く
と
も

１
０
年
か
か
る
が
、
市
場
の
タ
ン
カ
人
気
が
高

ま
る
に
つ
れ
、
多
く
の
タ
ン
カ
絵
師
は
１
～
２

年
の
修
行
で
す
ぐ
に
一
人
立
ち
し
て
し
ま
う
と

い
う
。
「
こ
う
し
た
絵
師
た
ち
の
描
い
た
タ
ン

カ
で
も
市
場
で
は
１
０
０
０
～
２
０
０
０
元
す

る
。
だ
か
ら
多
く
の
絵
師
が
修
行
に
長
い
時
間

を
か
け
ず
に
、
短
期
間
で
修
行
を
切
り
上
げ
て

独
立
し
て
し
ま
う
」
。

こ
の
よ
う
に
短
期
間
の
修
行
し
か
し
て
い
な

い
た
め
、
タ
ン
カ
芸
術
は
創
作
性
が
乏
し
く
な

り
、
形
式
も
単
一
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
短

期
間
の
修
行
の
み
で
基
礎
が
固
ま
っ
て
い
な
い

タ
ン
カ
絵
師
は
、
往
々
に
し
て
市
場
で
人
気
の

あ
る
仏
像
を
描
き
た
が
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
た

絵
師
ら
は
下
絵
に
時
間
を
か
け
よ
う
と
せ
ず
、

ほ
か
の
絵
師
の
下
絵
を
コ
ピ
ー
す
る
か
模
倣
し

て
い
る
だ
け
で
、
革
新
的
と
言
え
る
だ
け
の
値

打
ち
の
な
い
作
品
が
多
い
。
ま
た
ベ
メ
氏
に
言

わ
せ
れ
ば
、
敬
虔
な
宗
教
信
仰
が
ベ
ー
ス
に
な

い
作
品
に
は
「
魂
」
が
こ
も
っ
て
い
な
い
。

タ
ン
カ
芸
術
伝
承
班
で
は
、
心
を
静
め
て
修

行
し
経
を
唱
え
る
こ
と
が
学
生
た
ち
の
必
修
課

目
に
な
っ
て
い
る
。
昼
間
は
ア
ト
リ
エ
で
タ
ン

カ
の
基
礎
を
学
び
、
夜
は
教
師
と
一
緒
に
経
を

唱
え
、
仏
の
理
を
学
ぶ
。
静
謐
な
郊
外
の
教
室

は
世
間
と
は
隔
絶
し
た
環
境
を
提
供
し
て
い

る
。
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
心
を
静
か

青海省黄南州同仁県隆

務寺鎮霍加爾村出身の

学生。幼い頃からタン

カを学んでいる

細かく砕かれた金粉塗料

画
布
の
準
備
が
終
わ
る
と
、
鉛
筆
で
下
絵
を

描
く
。
こ
れ
が
タ
ン
カ
製
作
の
最
初
の
ス
テ
ッ

プ
で
あ
り
、
基
礎
で
あ
る
。
下
絵
を
描
き
終
わ

る
と
、
着
色
だ
。
タ
ン
カ
の
色
は
想
像
に
任
せ

て
勝
手
に
塗
っ
て
は
い
け
な
い
。
関
連
書
籍
の

記
載
通
り
に
、
そ
し
て
優
秀
な
伝
統
技
法
を
参

考
に
し
て
着
色
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
着
色

後
は
細
部
の
縁
取
り
を
し
、
最
後
に
仏
像
の
装

飾
部
分
に
「
描
金
」
と
い
う
工
程
を
施
す
。

教
室
で
は
、
２
人
の
学
生
が
手
作
業
で
金
粉

と
金
箔
を
細
か
く
砕
い
て
い
た
。
ベ
メ
氏
に
よ
る

と
、
こ
の
金
粉
は
主
に
仏
像
の
輪
郭
を
取
っ
て
装
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に
し
て
修
行
す
る
こ
と
は
、
ベ
メ
氏
と
学
生
た

ち
の
創
作
に
役
立
っ
て
い
る
。

タ
ン
カ
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
の
難

題
は
『
度
量
経
』
で
あ
る
。
タ
ン
カ
の
仏
像

の
身
体
の
比
率
や
規
格
、
大
き
さ
は
『
度
量

経
』
で
厳
格
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
タ
ン
カ
は

１
３
０
０
年
余
り
前
の
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ

時
代
に
始
ま
り
、
画
法
は
絶
え
ず
革
新
さ
れ

て
き
た
が
、
仏
像
の
大
き
さ
や
比
率
は
一
度
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。
仏
の
比
率
は
わ
ず
か
な
違

い
も
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
こ
れ
が
違
っ
て
し
ま

う
と
絵
全
体
が
い
い
か
げ
ん
に
な
る
。
タ
ン
カ

絵
師
に
と
っ
て
絶
対
に
犯
し
て
は
な
ら
な
い
間

違
い
だ
。
タ
ン
カ
は
ほ
か
の
絵
画
芸
術
と
異
な

り
、
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
た
め
に
生
ま
れ

た
独
特
の
芸
術
手
法
だ
か
ら
だ
。
少
し
も
お
ろ

そ
か
に
せ
ず
描
い
て
初
め
て
、
タ
ン
カ
に
正
し

い
真
に
迫
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

ベ
メ
氏
は
説
明
す
る
。
「
こ
れ
が
タ
ン
カ
の

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
絵
師
は
心
技
一
体
で
仏
像

を
描
く
べ
き
で
、
一
筆
た
り
と
も
間
違
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
大
徳
威
金
剛
像
は
、
金
剛
が

ど
の
手
に
ど
ん
な
法
器
を
持
っ
て
い
る
か
を
し
っ

か
り
と
覚
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
絵
師
が
こ
れ

ら
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
に
は
、
日
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
と
仏
祖
へ
の
敬
虔
さ
が
必
要
な
の
で

す
」
。

多
元
化
で
伝
承
者
を
育
成

現
在
の
と
こ
ろ
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
文
化
慈
善

基
金
は
タ
ン
カ
芸
術
伝
承
班
を
２
期
開
講
し
、

約
４
０
人
が
参
加
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
文
化
慈
善

基
金
副
主
任
の
何
斌
氏
に
よ
る
と
、
学
生
た
ち

は
主
に
青
海
省
と
四
川
省
の
チ
ベ
ッ
ト
族
地
域

の
貧
困
家
庭
出
身
者
だ
と
い
う
。

何
斌
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
チ
ベ
ッ

ト
族
地
域
の
視
察
と
学
習
班
の
実
施
を
通
じ

て
、
タ
ン
カ
芸
術
の
保
護
、
伝
承
、
発
展
に

は
現
段
階
で
多
く
の
困
難
と
問
題
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
最
も
核
心

的
な
問
題
は
伝
承
者
不
足
で
す
。
商
業
化
と
工

業
文
明
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
多
く
の
学
生
が

１
０
年
間
、
ひ
い
て
は
も
っ
と
長
い
期
間
タ
ン

カ
絵
師
の
修
行
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
育
成
班
の
形
で
、
チ
ベ
ッ
ト

族
地
域
の
タ
ン
カ
絵
師
を
志
す
若
者
に
タ
ン
カ

作
り
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
教
師
た
ち
に
も

優
秀
な
人
材
を
発
掘
す
る
場
を
提
供
し
た
い
。

素
質
が
あ
り
さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
人
に
は
そ

の
機
会
を
提
供
し
、
彼
ら
を
タ
ン
カ
芸
術
伝
承

者
に
育
成
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」
。

ベ
メ
氏
に
よ
る
と
、
以
前
の
タ
ン
カ
絵
師
は

ほ
と
ん
ど
が
男
性
だ
っ
た
と
い
う
。
現
地
の
寺

院
に
住
み
込
ん
で
創
作
す
る
必
要
が
あ
る
上

に
、
多
く
が
父
祖
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
か
ら
だ
。
今
で
は
タ
ン
カ
の
伝
承
は
よ
り
多

元
化
し
、
才
能
と
興
味
が
あ
り
心
を
静
め
て
修

行
で
き
る
人
で
あ
れ
ば
、
男
女
の
別
や
家
庭
背

景
の
如
何
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
タ
ン
カ
絵
師
に

な
る
機
会
が
あ
る
。
「
私
の
娘
も
私
に
つ
い
て

修
行
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
熱
心
で
す
よ
」
と

ベ
メ
氏
は
語
っ
た
。（

写
真
は
す
べ
て
石
剛
撮
影
）

青海省黄南州同仁県隆

務寺鎮の吾屯上荘村出

身の学生。幅５メート

ル、高さ１.３メート

ルのタンカを１人で２

年間描き続けている
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